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早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
古
活
字
玉
屋
謡
本
に
つ
い
て
─　　─1
は
じ
め
に
　
二
〇
一
五
年
一
一
月
に
古
書
肆
青
裳
堂
書
店
の
『
古
書
目
録
』
に
掲
載
さ
れ
た
、
観
世
謡
本
古
活
字
版　
慶
長
末
頃
刊
素
紙
刷
袋
綴
本　
九
十
冊
は
、
孤
本
と
さ
れ
て
い
た
「
古
活
字
玉
屋
本
」（
天
理
図
書
館
蔵
）
と
呼
ば
れ
る
、
観
世
流
古
版
本
百
冊
の
残
欠
本
で
あ
る
。
右
目
録
刊
行
後
に
追
加
と
し
て
二
本
が
加
え
ら
れ
た
が
、
そ
の
内
の
〈
杜
若
〉
は
整
版
の
別
本
で
あ
り
、
玉
屋
本
系
の
本
で
は
な
い
。
目
録
発
表
後
速
や
か
に
完
売
し
て
、
諸
方
に
分
散
所
蔵
さ
れ
る
に
至
っ
た
が
、
本
学
図
書
館
に
も
そ
の
内
の
三
十
九
冊
分
の
玉
屋
本
が
入
庫
し
た
。
内
、
十
二
冊
は
竹
本
が
科
学
研
究
費
に
よ
っ
て
購
入
し
た
も
の
で
あ
り
、
当
該
研
究
の
終
了
後
に
図
書
館
に
寄
贈
し
た
た
め
に
、
現
状
で
は
右
の
構
成
と
な
っ
た
。
こ
の
「
観
世
謡
本
九
十
二
冊
」
の
本
学
所
蔵
本
を
含
め
た
全
体
に
つ
い
て
は
、
現
蔵
者
不
明
分
十
八
冊
を
除
き
、
伊
海
孝
充
氏
「
玉
屋
謡
本
の
研
究
（
三
）
│
新
出
の
古
活
字
玉
屋
謡
本
伝
本
の
紹
介
│
」（『
能
楽
研
究
』
41
号
、
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
、
二
〇
一
七
年
三
月
）
に
概
要
の
紹
介
が
あ
る
。
さ
ら
に
最
近
、
落
合
博
志
氏
「
江
戸
時
代
初
期
出
版
史
の
中
の
謡
本
の
出
版
│
古
活
字
玉
屋
謡
本
の
表
紙
裏
文
書
を
通
し
て
│
」（
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
「
能
楽
の
国
際
・
学
際
的
研
究
拠
点
」
研
究
集
会
「
能
楽
資
料
研
究
の
可
能
性
」
二
〇
一
八
年
一
〇
月
二
一
日
）
に
よ
り
、
早
大
本
を
含
む
主
要
伝
本
中
の
表
紙
裏
文
書
に
つ
い
て
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
天
理
図
書
館
蔵
の
古
活
字
玉
屋
本
に
つ
い
て
『
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
』
第
六
十
六
号
（
二
〇
一
九
年
三
月
）
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
古
活
字
玉
屋
謡
本
に
つ
い
て
竹
　
本
　
幹
　
夫
─　　─2
は
、
川
瀬
一
馬
博
士
の
『
日
本
書
誌
学
之
研
究
』
に
紹
介
さ
れ
、
該
本
も
含
む
玉
屋
本
全
体
に
つ
い
て
は
、
表
章
博
士
の
『
鴻
山
文
庫
本
の
研
究
』
に
詳
し
い
。
本
稿
で
は
、
右
の
諸
説
を
適
宜
参
照
し
つ
つ
、
本
学
所
蔵
の
三
十
九
冊
を
中
心
に
紹
介
し
、
玉
屋
本
の
性
格
に
つ
い
て
も
若
干
の
考
察
を
加
え
た
い
。
な
お
本
稿
は
、
平
成
二
四
〜
二
七
年
度
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
Ｂ
竹
本
「
江
戸
期
以
前
の
番
外
謡
曲
本
文
校
訂
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」（
課
題
番
号
２
４
３
２
０
０
５
３
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
一
　
早
大
本
に
つ
い
て
　
本
学
所
蔵
本
の
三
十
九
冊
の
全
曲
目
を
左
に
記
す
。*
印
は
竹
本
寄
贈
（
科
研
費
購
入
）
分
で
あ
る
。
題
簽
が
剥
落
し
て
判
読
出
来
な
い
も
の
は
、
天
理
本
に
よ
っ
て
補
い
、
曲
名
を
（　
）
で
囲
ん
で
あ
る
。
あ
ふ
ひ
の
う
へ
・
あ
さ
か
ほ
・
あ
た
ち
か
原*
・
海
士
（
あ
ま*
）・
う
か
ひ*
・
う
ね
め*
・
梅
か
え
・
老
松
・
を
は
す
て
・
柏
崎
・
春
日
龍
神
・
鞍
馬
て
ん
く*
・（
皇
帝
）・
実
盛
・
志
賀*
・
俊
寛
・
鐘
馗
・
誓
願
寺
・
関
寺
小
町*
・
殺
生
石
・
卒
都
婆
小
町
・
大
会
・
当
麻
・
て
ん
こ
・
東
岸
居
士*
・
道
成
寺
・
朝
長
・
に
し
き
木
・
軒
端
の
梅
・
百
万
・
松
風
〔
後
人
補
記
〕（
松
風
村
雨
）・
三
井
寺*
・
紅
葉
か
り*
・
や
た
て
か
も
・
山
う
は
・
夕
か
ほ
・
養
老*
・
吉
野
静*
・
籠
太
鼓
こ
れ
ら
は
他
の
五
十
二
冊
と
同
装
・
同
料
紙
で
、
お
お
む
ね
二
四
〇
×
一
七
八
㎜
の
栗
皮
表
紙
。
表
紙
左
肩
に
鳥
の
子
縦
長
刷
題
簽
を
貼
る
。
袋
綴
本
。
古
活
字
本
。
同
一
欠
損
活
字
の
反
復
使
用
が
多
数
認
め
ら
れ
る
（
以
下
で
は
一
々
断
ら
な
い
こ
と
が
多
い
）。
料
紙
は
楮
紙
。
内
題
は
な
く
、
片
面
七
行
の
近
衛
流
書
体
。
観
世
流
節
付
で
直
し
は
な
い
。
奥
付
等
も
な
い
。
料
紙
の
最
末
に
「
林
氏
」
と
朱
書
す
る
例
が
あ
り
、
ま
た
本
屋
に
よ
る
も
の
か
後
人
の
も
の
か
不
明
確
な
が
ら
、
不
鮮
明
活
字
に
墨
筆
で
上
書
き
す
る
例
が
あ
る
。
後
人
が
詳
細
な
節
付
直
し
を
朱
墨
両
様
で
加
え
た
冊
も
若
干
あ
る
。
原
節
付
に
は
直
し
は
な
い
も
の
の
、
役
名
・
小
段
名
・
文
字
化
さ
れ
た
節
付
（
イ
ロ
な
ど
）
は
比
較
的
詳
細
で
あ
る
。「
入
」
は
用
い
ず
、
対
応
す
る
節
を
長
め
の
上
げ
ゴ
マ
に
よ
っ
て
表
現
す
る
点
に
特
色
が
あ
る
。
な
お
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
古
活
字
玉
屋
謡
本
に
つ
い
て
─　　─3
全
体
に
虫
損
が
あ
る
。
さ
ら
に
注
意
す
べ
き
は
、
右
本
学
所
蔵
本
の
傍
線
を
付
し
た
諸
曲
の
表
紙
裏
打
ち
の
料
紙
に
反
故
が
用
い
ら
れ
、
年
号
を
含
む
文
字
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
（
他
氏
所
蔵
本
の
中
に
も
類
例
あ
り
）。
表
紙
・
題
簽
と
も
に
原
装
と
信
じ
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
反
故
は
販
売
に
先
立
つ
製
本
段
階
で
、
表
紙
の
芯
と
し
て
封
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
実
視
さ
れ
る
。
な
お
天
理
本
は
能
楽
研
究
所
の
所
蔵
写
真
に
よ
る
照
合
の
た
め
、
表
紙
裏
張
り
の
類
い
は
未
確
認
で
あ
る
。
表
紙
を
解
体
し
な
い
限
り
は
存
否
は
不
明
で
あ
る
。
　
同
版
本
た
る
天
理
本
と
比
較
す
る
と
、
お
お
む
ね
天
理
本
の
方
が
刷
り
の
状
態
が
良
い
が
、
中
に
は
逆
に
早
大
本
の
方
が
刷
り
の
状
態
の
良
い
場
合
も
あ
り
、
実
見
し
得
た
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
本
で
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
の
で
、
恐
ら
く
両
本
は
同
時
期
の
製
本
で
あ
り
、
料
紙
が
刷
ら
れ
た
順
と
は
無
関
係
に
各
冊
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
天
理
本
が
百
番
で
あ
り
、
早
大
本
を
含
む
新
出
本
も
そ
れ
と
重
複
す
る
九
十
一
番
で
あ
る
。
元
々
は
新
出
本
も
百
番
の
揃
い
本
で
あ
っ
た
ろ
う
。
以
下
、
本
学
所
蔵
本
三
十
九
冊
の
各
冊
ご
と
に
、
天
理
本
と
の
比
較
結
果
を
記
し
、
裏
打
ち
に
用
い
ら
れ
た
反
故
は
判
読
で
き
る
範
囲
内
で
翻
字
を
試
み
る
。
入
庫
段
階
で
、
一
度
綴
じ
糸
が
外
さ
れ
裏
打
ち
を
あ
る
程
度
読
め
る
形
に
な
っ
て
い
た
が
（
表
紙
に
完
全
に
貼
り
付
い
て
い
る
部
分
ま
で
解
体
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
）、
そ
の
後
す
べ
て
が
バ
ラ
バ
ラ
に
さ
れ
て
撮
影
が
行
わ
れ
た
。
現
在
は
再
び
綴
じ
直
さ
れ
て
い
る
が
、
早
稲
田
大
学
「
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
で
、
前
掲
曲
名
表
記
に
よ
り
、
そ
の
全
体
が
閲
覧
可
能
で
あ
る
。
天
理
本
と
の
比
較
に
当
た
っ
て
は
活
字
の
欠
損
の
共
通
例
と
認
め
ら
れ
る
場
合
の
他
に
、
同
じ
位
置
の
カ
ス
レ
（
印
刷
む
ら
）
に
つ
い
て
も
対
象
と
し
た
。
も
ち
ろ
ん
活
字
自
体
の
同
定
は
そ
れ
で
は
出
来
な
い
が
、
両
本
が
同
版
で
あ
る
こ
と
の
傍
証
と
な
る
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
指
摘
該
当
部
分
の
連
字
体
活
字
に
は
傍
線
を
引
く
。
ま
た
比
較
対
象
文
字
に
つ
い
て
は
、
同
行
中
に
あ
る
同
配
列
の
文
字
と
区
別
す
る
な
ど
の
た
め
に
、
そ
の
字
母
を
示
す
こ
と
も
あ
る
。
紙
幅
の
関
係
上
、
気
付
い
た
例
す
べ
て
で
は
な
く
、
各
丁
で
最
初
に
現
れ
る
事
例
の
み
を
掲
げ
た
（
例
外
も
あ
る
）
こ
と
を
お
断
り
す
る
。
① 
葵
上
（
あ
ふ
ひ
の
う
へ
）
　
題
簽
一
部
剥
落
「
□
ふ
ひ
の
う
へ
」
と
あ
る
。
書
き
込
み
な
し
（
以
下
、
な
い
場
合
は
無
注
記
）。
墨
付
き
８
丁
。
下
記
の
諸
点
の
欠
損
─　　─4
や
カ
ス
レ
等
で
早
大
本
は
天
理
本
と
共
通
す
る
。
１
丁
オ
１
行
目
「
朱
雀
院
」
の
「
院
」
字
、
同
４
行
目
行
頭
「
申
さ
れ
」
の
「
れ
」
字
（
早
大
本
の
方
が
欠
損
が
大
き
い
）、
２
丁
ウ
２
行
目
「
我
思
ひ
」
の
「
我
」
字
、
３
丁
オ
２
行
目
「
も
や
の
妻
戸
」
の
「
も
」
字
、
４
丁
オ
１
行
目
「
御
息
所
」
の
「
御
」
字
、
５
丁
オ
３
行
目
行
頭
「
な
り
う
ち
の
」
の
「
な
」
字
、
６
丁
オ
２
行
目
「
身
と
な
り
て
」
の
「
那
」
字
、
７
丁
オ
３
行
目
行
末
「
何
く
に
」
の
「
具
」
字
、
８
丁
オ
２
行
目
「
降
三
世
」
の
「
世
」
字
。
以
下
は
早
大
本
独
自
の
欠
損
も
し
く
は
カ
ス
レ
の
例
。
２
丁
ウ
７
行
目
「
う
き
を
語
覧
」
の
「
語
」
字
の
言
偏
に
補
筆
、
３
丁
オ
１
行
目
、
シ
テ
の
出
「
何
く
そ
。
〳
〵
」
の
オ
ド
リ
字
の
末
尾
が
早
大
本
は
す
べ
て
欠
損
、
天
理
本
は
最
終
画
が
一
部
残
存
す
る
。
４
丁
オ
３
行
目
「
仙
洞
の
も
み
ち
」
の
「
能
」
字
、
７
丁
ウ
６
行
目
行
末
「
な
よ
」
の
「
な
」
字
に
補
筆
。
② 
朝
顔
（
あ
さ
か
ほ
）
　
題
簽
一
部
剥
落
「
□
さ
か
ほ
」
と
あ
る
。
墨
付
き
９
丁
。
以
下
の
傷
や
欠
損
が
、
天
理
本
と
早
大
本
は
共
通
す
る
。
１
丁
オ
４
行
目
「
な
つ
か
し
く
」
の
「
具
」
字
、
２
丁
オ
１
行
目
「
お
も
ひ
」
の
全
体
、
同
３
行
目
「
萩
槿
の
」
の
「
槿
」「
能
」
字
。
３
丁
オ
５
行
目
行
頭
「
花
」
字
、
４
丁
オ
３
行
目
行
頭
「
ま
し
」
の
「
ま
」
字
、
５
丁
オ
４
行
目
行
頭
「
な
る
」
の
全
体
、
６
丁
オ
１
行
目
「
な
ん
と
を
も
」
の
「
と
」
字
、
７
丁
オ
４
行
目
「
さ
そ
ら
ひ
」
の
「
羅
」「
ひ
」
字
、
８
丁
オ
２
行
目
「
く
は
い
さ
く
を
」
の
「
具
」「
越
」
字
。
以
下
は
早
大
本
の
み
の
欠
損
も
し
く
は
カ
ス
レ
の
例
。
１
丁
ウ
７
行
目
「
立
よ
り
」
の
「
よ
り
」
を
補
筆
、
活
字
は
陥
没
か
。
２
丁
オ
７
行
目
行
頭
「
こ
と
」
の
「
こ
」
字
は
カ
ス
レ
か
。
４
丁
オ
３
行
目
「
な
る
事
も
」
の
「
な
る
」「
事
」、
７
丁
オ
５
行
目
「
せ
ん
ほ
う
の
」
の
「
農
」
字
。
一
見
早
大
本
の
欠
損
に
見
え
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
古
活
字
玉
屋
謡
本
に
つ
い
て
─　　─5
る
よ
う
な
場
合
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
刷
り
む
ら
の
類
い
で
あ
ろ
う
。
以
下
は
天
理
本
の
み
の
欠
損
も
し
く
は
カ
ス
レ
の
例
。
１
丁
ウ
４
行
目
「
上
り
て
」
の
「
上
」、「
あ
た
り
」
の
「
た
り
」
連
結
部
が
い
ず
れ
も
欠
損
、
早
大
本
も
「
た
り
」
の
同
箇
所
に
わ
ず
か
な
傷
。
同
７
行
目
行
頭
の
句
点
が
欠
損
。
そ
の
他
で
は
、
２
丁
オ
２
行
目
「
ま
か
き
」
の
「
ま
」
字
、「
草
」
字
、
同
６
行
目
「
露
」
字
、
７
行
目
「
な
ふ
〳
〵
」
の
「
な
」
字
の
い
ず
れ
も
、
天
理
本
の
み
傷
あ
り
。
以
下
も
同
様
。
２
丁
ウ
７
行
目
「
シ
テ
下
」
の
「
シ
」
字
、
同
行
末
「
な
は
」
の
「
な
」
字
と
「
は
」
の
マ
ワ
シ
節
、
４
丁
オ
５
行
目
「
く
れ
な
ゐ
」
の
「
れ
」
字
、
５
丁
ウ
４
行
目
「
さ
つ
け
」
の
「
遣
」
字
、
８
丁
オ
６
行
目
行
頭
の
「
し
や
」
の
「
や
」
字
、
８
丁
ウ
２
行
目
「
物
を
」
の
「
物
」
字
、
同
３
行
目
「
思
へ
は
」
の
「
思
へ
」
な
ど
。
　
右
の
例
に
基
づ
く
結
論
と
し
て
は
、
本
冊
に
つ
い
て
は
、
天
理
本
よ
り
は
早
大
本
の
方
が
刷
り
の
状
態
は
良
い
と
言
え
る
。
以
下
は
早
大
本
と
天
理
本
と
の
比
較
的
重
要
な
相
違
点
。
　
　
  　
１
丁
オ
１
行
目
冒
頭
早
大
本
「
ワ
キ
詞
」
を
天
理
本
は
「
シ
テ
詞
」
と
誤
る
。
同
行
「
本
は
都
の
」
の
「
の
」
字
が
、
早
大
本
は
「
能
」、
天
理
本
は
「
の
」。
１
丁
オ
２
行
目
「
よ
り
」
の
「
よ
」
字
、
両
本
で
書
体
が
わ
ず
か
に
異
な
る
上
に
、
早
大
本
は
「
よ
」
字
、
天
理
本
は
「
里
」
字
が
一
部
欠
損
。
同
３
行
目
行
頭
の
「
。
も
と
ゆ
ひ
」
の
「
。
も
と
」
字
が
別
活
字
、「
ひ
」
が
別
活
字
。
同
行
「
諸
国
を
」
が
３
字
と
も
別
活
字
。
同
行
「
候
」「
。」
が
別
活
字
。
同
行
行
末
「
と
」
別
活
字
。
同
４
行
目
「
故
郷
」
の
「
故
」
字
が
別
活
字
。
同
行
「
な
つ
か
し
く
候
間
」
の
「
候
」
別
活
字
か
。
同
行
「
こ
の
秋
」
の
「
こ
」「
秋
」
が
別
書
体
で
全
体
が
別
活
字
か
。
同
５
行
目
「
都
に
」
の
「
尓
」
字
が
別
活
字
、「
都
」
も
あ
る
い
は
別
活
字
か
。
同
「
上
り
候
」
の
「
里
」「
候
」
が
別
活
字
。
同
「
上
哥
身
を
か
へ
て
」
の
全
体
が
別
活
字
。
同
６
行
目
ほ
ぼ
全
体
が
別
活
字
。
同
７
行
目
「
そ
と
」
が
天
理
本
は
連
字
体
の
別
活
字
。
同
行
「
き
り
」
の
「
り
」
の
ク
ル
節
が
別
活
字
。
同
行
「
黒
髪
の
」
の
「
能
」
字
が
別
活
字
。
１
丁
ウ
１
行
目
「
捨
て
」
が
「
て
」
の
─　　─6
ゴ
マ
点
も
含
め
別
活
字
。
同
行
「
迷
ハ
ぬ
法
の
み
ち
」
が
天
理
本
は
「
ま
よ
ハ
ぬ
法
の
道
」
で
、「
ハ
ぬ
法
」
以
外
は
、
大
半
の
ゴ
マ
点
も
含
め
す
べ
て
別
活
字
。
同
２
行
目
「
本
の
さ
と
り
の
名
に
し
お
ふ
」
の
「
に
し
」
以
外
は
別
活
字
、
ゴ
マ
点
も
い
く
つ
か
は
別
活
字
。
同
３
行
目
「
と
き
く
そ
た
の
も
し
き
〳
詞〵
是
は
ゝ
や
」
の
内
、「
と
」「
そ
」「
た
」「
も
し
」「
詞
」「
ゝ
」「
や
」
の
各
字
が
別
活
字
、
ゴ
マ
点
も
「
た
」
字
の
「
ハ
ル
」
な
ど
相
違
例
あ
り
。
同
４
行
目
「
み
や
こ
に
」
の
「
こ
」「
に
」、「
候
。」、「
あ
た
り
は
一
条
」
の
「
た
り
」
以
外
は
、
す
べ
て
別
活
字
。
同
５
行
目
「
大
宮
佛
心
寺
と
申
御
寺
に
て
有
け
に
候
」
の
、「
大
宮
佛
」「
と
申
御
」「
に
て
有
」「
候
」
の
そ
れ
ぞ
れ
が
別
活
字
。
６
行
目
「
。
あ
ら
笑
止
や
俄
に
村
雨
の
降
来
り
て
候
」
の
内
、「
。
あ
ら
」「
に
」
「
の
」「
て
」「
候
」
が
別
活
字
。
同
７
行
目
「
。
是
な
る
寺
に
立
よ
り
雨
を
ハ
ら
さ
は
や
」
の
内
、「
に
立
よ
り
」「
を
ハ
ら
さ
は
や
」
が
別
活
字
（
一
部
の
連
字
体
の
構
成
も
異
な
る
）。
第
４
丁
オ
３
行
目
「
仏
果
」
の
「
果
」
字
を
早
大
本
は
補
筆
か
。
同
５
行
目
行
頭
「
も
」
字
を
早
大
本
補
筆
。
７
丁
オ
６
行
目
行
末
「
ゆ
う
し
」
の
「
宇
」
字
を
早
大
本
補
筆
。
７
丁
ウ
６
行
目
「
是
空
な
る
」
の
「
空
」
字
、
早
大
本
は
補
筆
、
天
理
本
は
別
活
字
か
。
８
丁
オ
２
行
目
行
頭
の
節
付
「
下
」、
早
大
本
は
補
筆
。
同
行
「
て
う
き
ん
」
の
「
て
」
字
を
早
大
本
は
補
筆
。
　
以
上
、
本
冊
早
大
本
の
刷
り
の
状
態
が
天
理
本
に
先
行
す
る
可
能
性
の
あ
る
こ
と
、
天
理
本
に
一
部
独
自
の
誤
植
の
あ
る
こ
と
、
そ
の
ほ
か
第
一
・
四
・
七
・
八
丁
に
異
植
の
部
分
が
存
在
す
る
こ
と
、
に
よ
り
、
天
理
本
の
「
あ
さ
か
ほ
」
冊
は
印
刷
の
途
中
で
右
４
丁
分
の
版
面
に
活
字
の
脱
落
が
起
こ
り
、
部
分
的
に
組
み
直
さ
ざ
る
を
得
ず
、
そ
の
際
に
誤
植
も
発
生
し
た
可
能
性
が
大
き
い
。
③ 
安
達
原
（
あ
た
ち
か
原
）
　
墨
付
き
10
丁
。
以
下
の
カ
ス
レ
や
欠
損
が
、
天
理
本
と
早
大
本
は
共
通
す
る
。
　
　
  
１
丁
オ
７
行
目
行
末
「
本
」
字
、
２
丁
オ
３
行
目
「
わ
ひ
人
」
の
「
人
」
字
、
３
丁
オ
４
行
目
「
我
た
に
も
」
の
「
多
」
字
、
４
丁
オ
４
行
目
「
見
る
目
」
の
「
見
」
字
、
５
丁
オ
１
行
目
「
か
ゝ
る
」
の
「
か
」
字
、
６
丁
オ
１
行
目
「
賀
茂
」
の
「
賀
」
字
、
７
丁
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
古
活
字
玉
屋
謡
本
に
つ
い
て
─　　─7
オ
１
行
目
行
頭
句
点
（
句
点
の
潰
れ
。
他
に
も
例
あ
り
）、
８
丁
オ
２
行
目
行
末
「
へ
き
」
の
「
遍
」
字
（
早
大
本
補
筆
）、
９
丁
ウ
１
行
目
「
祈
り
」
の
「
里
」
字
、
10
丁
オ
２
行
目
行
頭
句
点
（
句
点
の
潰
れ
）。
　
以
下
は
早
大
本
の
み
の
欠
損
も
し
く
は
カ
ス
レ
の
例
。
　
　
  
１
丁
オ
１
行
目
「
つ
ゆ
け
き
」
の
「
き
」
字
を
早
大
本
補
筆
、
１
丁
ウ
５
行
目
「
陸
奥
の
。」
の
句
点
が
欠
落
、
２
丁
ウ
７
行
目
行
頭
「
邊
」
字
を
早
大
本
補
筆
、
３
丁
オ
７
行
目
「
ま
し
る
」
の
「
ま
」
字
の
欠
損
、
４
丁
オ
２
行
目
「
わ
さ
」
の
「
わ
」
字
の
カ
ス
レ
、
５
丁
ウ
５
行
目
行
頭
「
け
り
」
の
連
結
部
を
早
大
本
は
補
筆
、
７
丁
オ
６
行
目
行
末
「
あ
る
し
の
」
の
「
能
」
字
を
早
大
本
は
補
筆
、
８
丁
オ
３
行
目
行
頭
「
か
た
」
の
連
結
部
早
大
本
の
み
欠
損
、
10
丁
オ
３
行
目
「
立
ま
き
れ
」
の
「
ま
」
字
を
早
大
本
は
補
筆
。
　
以
下
は
天
理
本
の
み
の
欠
損
も
し
く
は
カ
ス
レ
の
例
。
　
６
丁
オ
行
頭
「
上
地
」
の
カ
ス
レ
。
　
な
お
、
４
丁
ウ
３
行
目
「
世
わ
た
る
ハ
さ
」
が
、
光
悦
本
・
元
和
卯
月
本
は
「
わ
さ
」。
８
丁
オ
５
行
目
行
末
〜
行
頭
「
閨
の
う
ち
」
が
、
光
悦
本
諸
本
は
「
ね
や
の
う
ち
」、
元
和
卯
月
本
は
「
閨
の
う
ち
を
」
と
な
る
。
い
ず
れ
も
古
活
字
玉
屋
本
独
自
の
表
記
・
異
文
。
④ 
海
士
（
あ
ま
）
　
題
簽
剥
落
。曲
名
原
表
記
は
天
理
本
題
簽
に
よ
る
。墨
付
き
13
丁
。書
入
等
は
な
い
（
天
理
本
は
13
丁
オ
５
行
目
「
経
や
」
の
下
の
空
白
に
「
な
」
と
墨
書
）。
以
下
の
傷
や
欠
損
が
、
天
理
本
と
早
大
本
は
共
通
す
る
。
　
　
  　
１
ウ
４
行
目
「
き
し
」
の
「
し
」
字
、
２
丁
オ
４
行
目
「
一
人
」
の
「
人
」
字
と
10
丁
ウ
１
行
目
「
人
」
字
、
３
オ
１
行
目
「
草
」
字
、
６
丁
オ
１
行
目
「
ひ
と
り
」
の
「
ひ
」
字
と
10
丁
オ
７
行
目
「
な
ら
ひ
」
の
「
ひ
」
字
、
12
丁
ウ
３
行
目
「
此
寺
の
」
の
「
の
」
字
な
ど
。
─　　─8
　
以
下
の
諸
点
は
天
理
本
の
み
の
傷
も
し
く
は
欠
損
。
　
　
  
２
丁
オ
３
行
目
「
着
」
字
、
２
丁
ウ
７
行
目
「
あ
る
に
」
の
「
尓
」
字
の
ゴ
マ
点
、
３
丁
オ
１
行
目
「
花
」
字
、
５
丁
オ
１
行
目
「
ら
し
き
」
の
「
ら
」
字
、
同
じ
く
２
行
目
「
シ
テ
」
の
「
テ
」
字
、
８
丁
オ
６
行
目
「
世
つ
き
」
の
「
徒
」
字
な
ど
。
　
早
大
本
に
は
表
紙
（
二
枚
）
と
裏
表
紙
（
一
枚
）
に
封
入
さ
れ
た
反
故
に
左
の
ご
と
く
あ
る
。
写
真
②
は
い
ず
れ
も
支
出
の
明
細
ら
し
く
、
「
ひ
や
う
し
ち
ん
」
と
あ
る
の
は
、
表
紙
を
注
文
し
た
控
え
か
。「
胡
粉
」
「
膠
」「
刷
毛
」「
も
み
た
し
」
が
あ
る
の
は
、
大
半
が
印
刷
・
製
本
の
用
材
で
あ
ろ
う
。「
も
み
た
し
」
は
「
揉
み
出
し
」
か
。
刷
り
具
の
一
種
で
あ
ろ
う
か
。
写
真
⑤
は
在
庫
の
細
目
ら
し
く
、
以
下
の
反
故
で
も
類
例
が
少
な
く
な
い
。
詳
細
不
明
の
書
名
の
略
称
も
あ
る
が
、
漢
籍
の
み
な
ら
ず
、
芸
能
に
関
わ
る
よ
う
な
和
書
も
扱
っ
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
　
　
　
（
表
紙
裏
の
分
）〈
写
真
①
（
原
状
）〉
写
真
③
に
同
じ
　
　
　
  
〈
写
真
②
第
一
段
〉　
﹈
此
か
ね
六
文
／　
﹈
□
十
三
匁
／　
﹈
□
十
七
匁
七
分
／
﹈
匁
／　
﹈
□
（
弐
カ
）百
五
十
文
此
か
ね
五
匁
／
〆
二
百
六
十
七
匁
七
分
／　
﹈
三
十
七
匁
六
分
／　
﹈
□
う
こ
と
し
の
／　
﹈
□
と
り
ひ
や
う
し
ち
ん
也
／　
﹈
□
（
九
カ
）拾
匁　
才
運
④海士：写真①
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
古
活
字
玉
屋
謡
本
に
つ
い
て
─　　─9
へ
渡
／　
﹈
□
匁　
わ
こ
く
／　
﹈
□
百
メ（文）　
ご
ふ
ん
／　
﹈
□
百
十
メ（文）　
に
か
わ
／　
﹈
□
十
メ（文）　
は
け
／　
﹈
□　
も
ミ
た
し
／
〈
同
第
二
段
〉　
﹈
□
□
十
文
／
但
二
月
ニ
の
ほ
り
申
時
／
つ
か
い
せ
ん
／　
﹈
九
百
七
十
八
匁
六
分
か
／　
﹈
□
引
残
る
／
拾
匁
九
分
有
／
　
　
　
  
〈
写
真
③
〉
一　
弐
匁
八
分
﹇　
　
﹈
□
□
□
／
但
□
﹇　
　
　
﹈
と
も
ニ
す
む
／
一　
壱
分
（
黒
丸
印
）
た
し
／
も
と
銀
百
八
十
め
う
け
取
申
候
／
残
て
二
十
匁
（
黒
丸
印
）
ニ
か
し
申
候
　
　
　
  
（
裏
表
紙
の
分
）〈
写
真
④
（
原
状
）〉
写
真
⑤
に
同
じ
　
　
　
  
〈
写
真
⑤
第
一
段
〉
○
／　
﹈
□
部　
〇
上
な
り
／　
﹈
□
／　
﹈
壱
部　
●
ろ
う
ゑ
い
／　
﹈
□
部　
○
あ
つ
も
り
／　
﹈
壱
④海士：写真②
④海士：写真③
─　　─10
部　
大
せ
い
く
ん
／　
﹈
壱
部
二
さ
つ　
○
い
せ
も
の
か
た
り
／
　
﹈
□
部　
○
か
ま
た
／　
﹈
□
□
壱
部　
し
き
も
く
／　
﹈
壱
部　
○
花
鳥
／
﹈
五
部　
○
に
し
き
ゝ
／　
﹈
壱
部　
土
や
き
き
や
う
／　
﹈
□
部　
○
水
か
ゝ
ミ
／
ぬ
き
□
﹇　
﹈
□
の
よ
し
／
　
﹈
□
部　
き
ん
し
う
た
ん
〈
同
第
二
段
〉　
﹈
部　
て
い
き
ん
／　
﹈
□
部　
○
八
し
ま
／　
﹈
□
部　
ひ
や
く
り
う
／　
﹈
壱
部　
も
う
じ
／　
﹈
□
／　
﹈
壱
部　
あ
り
ほ
ん　
四
経
議
／　
﹈
④海士：写真④
④海士：写真⑤
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
古
活
字
玉
屋
謡
本
に
つ
い
て
─　　─11
□
部　
古
文
真
／　
﹈
□
部　
○
ゑ
ほ
し
折
／　
﹈
壱
部　
し
よ
く
け
ん
／　
﹈
壱
部　
大
学
合
巻
／　
﹈
三
十
八
部　
○
大
し
よ
く
ハ
ん
／　
﹈
□
申
候
了
か
け　
／　
﹈
〆
百
四
十
五
⑤ 
鵜
飼
（
う
か
ひ
）
　
墨
付
き
10
丁
。
以
下
の
活
字
の
傷
や
欠
損
例
等
で
天
理
本
と
早
大
本
が
共
通
す
る
。
２
丁
ウ
２
行
目
「
を
く
ゆ
」
の
各
字
、
４
丁
オ
４
行
目
「
科⑤鵜飼：写真②
⑤鵜飼：写真①
─　　─12
の
」
の
「
の
」
字
、
５
丁
ウ
２
行
目
「
あ
へ
り
」
の
「
里
」
字
、
６
丁
ウ
６
行
目
「
ひ
ら
」
の
「
ひ
」
字
。
　
な
お
、
２
丁
ウ
４
行
目
「
い
と
な
む
芸
の
」
の
「
の
」
字
は
早
大
本
に
、
５
丁
オ
７
行
目
「
つ
か
ふ
」
の
「
つ
」
字
は
天
理
本
に
、
活
字
の
欠
損
ら
し
き
も
の
が
見
え
る
が
、
い
ず
れ
も
印
刷
ム
ラ
に
よ
る
カ
ス
レ
で
あ
ろ
う
。
　
表
紙
裏
の
反
故
に
以
下
の
文
字
が
見
え
る
。「
本
替
」
は
、
本
屋
同
士
で
在
庫
に
よ
っ
て
売
り
掛
け
金
の
精
算
を
行
う
こ
と
を
い
う
（
落
合
博
志
氏
御
指
摘
に
よ
る
）。
す
な
わ
ち
こ
の
反
故
の
書
き
手
は
、
他
書
肆
か
ら
預
か
っ
た
在
庫
品
を
複
数
保
有
す
る
の
み
な
ら
ず
、
自
身
が
刊
行
し
た
書
籍
を
他
店
に
預
託
し
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
　
　
　
〈
写
真
①
（
原
状
）〉
写
真
②
に
同
じ
　
　
　
  
〈
写
真
②
第
一
段
（
二
段
書
き
の
可
能
性
あ
り
）〉
本
替
之
覚
／
□
□
書　
七
書
／
□
事
記　
三
世
さ
ほ
う
／
□
き
や
う
何
に
て
も　
い
し
よ
の
類
／
□
□
く　
し
ゝ
う
か
い
／
□
せ
き　
太
平
記
ち
う
／
□
ん
し
う
た
ん
／
□
き
や
う
／
□
□
か
物
か
た
り
／　
　
﹇　
　
﹈〈
同
第
二
段
〉
請
と
り
⑥ 
采
女
（
う
ね
め
）
　
墨
付
き
11
丁
。
旧
蔵
者
の
間
拍
子
書
き
込
み
少
々
あ
り
。
以
下
の
例
等
で
早
大
本
と
天
理
本
の
欠
損
部
が
共
通
す
る
。
　
　
  
１
丁
オ
４
行
目
「
候
」
字
、
２
丁
オ
４
行
目
「
桜
の
」
の
「
の
」
字
、
３
丁
ウ
１
行
目
「
人
」
字
、
同
じ
く
３
行
目
「
去
」
字
、
６
丁
オ
１
行
目
「
御
門
」
の
「
門
」
字
、
７
丁
オ
４
行
目
と
11
丁
ウ
４
行
目
の
「
お
ほ
」
字
、
８
丁
ウ
７
行
目
「
つ
か
へ
人
」
の
「
徒
」
字
な
ど
。
　
11
丁
ウ
３
行
目
「
遊
楽
」
の
「
楽
」
字
、
天
理
本
は
「
閑
」
と
誤
植
す
る
の
を
早
大
本
は
「
楽
」
と
訂
し
て
い
る
。
こ
れ
は
当
該
丁
は
天
理
本
が
早
大
本
に
先
行
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
恐
ら
く
は
製
本
以
前
の
印
刷
中
に
、
発
見
さ
れ
た
誤
植
の
校
正
を
行
う
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
古
活
字
玉
屋
謡
本
に
つ
い
て
─　　─13
　
な
お
裏
表
紙
に
糊
付
け
封
入
さ
れ
た
裏
打
ち
の
反
故
二
枚
に
次
の
よ
う
に
文
字
が
あ
る
。
写
真
②
の
「
過
上
」
は
精
算
の
残
額
分
で
あ
り
、
貸
し
越
し
に
な
る
の
か
借
り
越
し
に
な
る
の
か
は
不
明
な
が
ら
、
や
は
り
本
替
の
際
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
最
末
の
「
通
済
」
は
融
通
決
済
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
不
明
。「
曽
我
物
語
」
な
ど
と
共
に
、「
六
韜
」
の
よ
う
な
漢
籍
、「
四
教
義
」
の
よ
う
な
仏
書
の
名
も
見
え
る
。
　
（
一
枚
目
上
部
断
片
〈
写
真
①
〉）
　
　
　
﹈
手
聞
有
﹇
　
（
一
枚
目
第
一
段
（
上
部
欠
損
）〈
同
〉）
　
　
　
  　
　
　
﹈
物　
□
□
部
／
﹈
も
ん　
　
二
十
部
／　
﹈
□
ゑ　
　
二
十
／　
﹈
□
□
く　
　
七
部
／　
﹈
□
□
ん　
　
五
部
／　
﹈
⑥采女：写真①
⑥采女：写真②
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□
□
ん　
　
五
部
／　
﹈
ん
こ　
　
四
部
／　
﹈
□
物　
　
六
部
／　
﹈
き
ゑ　
　
三
部
／　
﹈
□
も
り　
　
六
部
／　
﹈
□
人
　
　
八
部
／　
﹈
せ
ミ　
　
一
部
／　
　
﹈
は
ん　
　
一
部
／　
　
　
﹈
六
部
　
（
一
枚
目
第
二
段
（
上
部
欠
損
）〈
写
真
①
〉）
　
　
　
  
﹈
□
ま　
　
　
一
部
／　
﹈
□
ゑ
い　
　
二
部
／　
﹈
□　
　
三
部
／　
﹈
ん
ち
う　
　
一
部
／　
﹈
□
の
ろ
ん
き　
　
三
部
／
　
を
く
ん　
　
十
弐
部
／　
﹈
ミ
し
き
ふ　
　
六
部
／　
料
足
に
て
弐
十
□
に
て
／
御
下
候
分
　
（
二
枚
目
第
一
段
）〈
写
真
②
〉
　
　
　
  
□
□
□
□
／　
﹈
□
□
□
な
し
□
／　
﹈
□
□　
　
そ
か
物
語
／　
﹈
弐
部　
　
こ
ゝ
□
み
／
一　
壱済
部　
　
し
や
つ
き
や
う
／
一　
弐
拾
九
部　
　
り
ん
さ
い
／
本
ニ
替
合
弐
十
三
部
な
り
／　
四
□
六
部　
　
過
上
／
一　
四済部　
　
清
少
納
言
／　
﹈
弐済拾
二
部　
　
り
く
た
う
／　
﹈
壱
部　
　
し
き
や
う
ぎ
／　
か
し
／　
﹈
三済
部　
　
太
平
記
／
一　
四済
部　
　
さ
う
が
い
／　
﹈
弐済
部　
　
し
や
う
り
う付
／　
﹈
□済
□
部　
　
か
な
つ
か
ひ
／　
　
﹈　　
直
ハ
ん
　
（
二
枚
目
第
二
段
）〈
同
〉
　
　
　
  　
﹈
□
部　
　
大
学
／　
﹈
□
此
本
ニ
替
所
六
部
な
り
／　
﹈
□
□　
四
部
之
過
上
／　
﹈
六
拾
部　
　
庭
訓
／　
本
ニ
替
所
四
十
八
部
な
り
／
内
拾
八
部
ハ　
か
し
／　
﹈
め済
い
と
つ
き　
　
弐
部
／　
﹈
弐
拾
六
部　
　
八
嶋
／　
﹈
本
ニ
替
合
三
十
六
部
／
　
内
十
部
ハ　
か
し
／　
﹈
拾
部　
　
ひ
や
く
り
う
／　
　
か
し
／　
﹈
弐
拾
六
部　
　
か
け
き
よ
／　
﹈
本
ニ
替
所
弐
部
な
り
／　
﹈
内
弐
拾
四
部　
過
上
／　
﹈
□
／　
﹈
□
四
部　
　
い舞
つ
ミ
／　
﹈
□
拾
弐
部　
　
雛
経
／　
﹈
□　
　
通
済
⑦ 
梅
枝
（
梅
か
え
）
　
墨
付
き
９
丁
。
な
お
天
理
本
は
最
終
丁
が
落
丁
。
以
下
の
例
で
早
大
本
と
天
理
本
の
欠
損
部
等
が
共
通
す
る
。
　
　
  
１
丁
オ
１
行
目
「
世
の
中
」
の
「
の
」
字
、
２
丁
ウ
２
行
目
「
去
」
字
、
３
丁
オ
４
行
目
「
何
事
」
の
次
「
に
て
」
の
前
に
込
め
物
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
古
活
字
玉
屋
謡
本
に
つ
い
て
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（
ス
ペ
ー
ス
）
の
痕
跡
（
早
大
本
は
か
す
か
）、
５
丁
ウ
７
行
目
「
う
た
か
ひ
」
の
「
ひ
」
字
と
７
丁
オ
６
行
目
「
ゆ
ひ
か
ひ
」
の
上
の
「
ひ
」
字
、
８
丁
ウ
７
行
目
「
え
た
に
」
の
「
た
に
」
字
。
　
な
お
、
早
大
本
の
み
の
欠
損
例
が
以
下
の
通
り
に
存
在
す
る
。
こ
の
冊
は
天
理
本
の
方
が
刷
り
が
先
行
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
　
　
  
５
丁
オ
２
行
目
「
太
鼓
」
の
「
太
」
字
、
６
丁
オ
１
行
目
「
あ
る
ひ
」
の
「
る
」
字
、
同
４
行
目
「
た
の
も
し
や
」
の
「
や
」
字
、
６
丁
ウ
７
行
目
「
す
か
た
」
の
「
か
た
」
字
。
⑧ 
老
松
　
墨
付
き
７
丁
。
以
下
の
例
で
早
大
本
と
天
理
本
の
欠
損
部
等
が
共
通
す
る
。
　
　
  
３
丁
ウ
６
行
目
「
若
木
の
」
の
「
の
」
字
、
４
丁
オ
１
行
目
「
ふ
る
ひ
」
の
「
ひ
」
字
（
前
出
『
海
士
』
10
丁
オ
７
と
は
別
活
字
）、
同
じ
く
２
行
目
「
さ
ひ
し
」
の
「
ひ
」
字
、
６
丁
ウ
４
行
目
「
を
も
」
の
「
を
」
字
、
７
丁
ウ
１
行
目
「
シ
テ
下
　
　
　
苔
の
」
の
「
の
」
字
。
　
早
大
本
の
み
の
欠
損
例
が
以
下
の
通
り
に
存
在
す
る
。
　
　
  
２
丁
ウ
７
行
目
「
に
て
候
そ
」
の
「
そ
」
字
、
３
オ
７
行
目
「
松
を
は
」
の
「
を
」
字
。
　
逆
に
天
理
本
の
み
に
見
え
る
欠
損
の
存
疑
部
分
も
あ
る
。
同
丁
な
の
に
双
方
に
別
々
の
欠
損
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
の
で
、
天
理
本
の
左
の
例
は
刷
り
む
ら
で
あ
ろ
う
。
　
　
  
３
丁
ウ
４
行
目
「
上
カ
ヽ
ル
」
の
「
上
」
字
。
⑨ 
姨
捨
（
を
は
す
て
）
　
題
簽
下
部
欠
損
。
天
理
本
で
補
う
。
墨
付
き
10
丁
。
下
記
の
諸
点
の
欠
損
や
カ
ス
レ
等
で
早
大
本
と
天
理
本
と
は
共
通
す
る
。
　
　
  
１
丁
ウ
６
行
目
「
の
」
字
、
同
じ
く
７
行
目
「
お
も
ひ
」
の
「
お
も
」
字
、
２
丁
オ
２
行
目
・
４
丁
ウ
１
行
目
「
人
」
字
（
両
者
は
別
字
か
）、
２
丁
ウ
５
行
目
行
頭
の
「
と
」
字
、
そ
の
下
の
「
問
せ
」
の
「
せ
」
字
、
３
丁
ウ
２
行
目
「
上
哥
同
」
の
「
上
」
字
、
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６
丁
ウ
６
行
目
「
身
を
」
の
「
を
」
字
、
７
丁
ウ
５
行
目
「
去
」
字
な
ど
。
　
な
お
、
早
大
本
に
は
次
の
よ
う
な
欠
損
も
し
く
は
カ
ス
レ
の
例
が
あ
る
。
本
曲
天
理
本
に
は
カ
ス
レ
の
例
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
本
冊
も
天
理
本
の
方
が
刷
り
の
状
態
が
よ
く
、
先
刷
り
な
の
で
あ
ろ
う
。
同
版
の
印
刷
中
に
頻
繁
に
活
字
の
欠
損
が
生
じ
る
の
は
、
古
活
字
版
で
は
従
来
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
り
も
大
部
数
を
印
刷
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
　
  
２
丁
オ
１
行
目
「
山
路
」
の
「
路
」（
こ
の
カ
ス
レ
に
補
筆
を
行
う
。
そ
の
他
は
書
き
込
み
な
し
）。
７
丁
オ
４
行
目
「
け
う
」
の
「
け
」
字
、
７
丁
ウ
３
行
目
「
あ
ま
」
の
「
ま
」、
同
５
行
目
「
下
ク
セ
」
の
「
下
」
字
、
８
丁
オ
１
行
目
「
み
ち
ひ
き
。」
の
句
点
な
ど
。
⑩ 
柏
崎
　
墨
付
き
14
丁
。
書
き
込
み
等
は
な
し
。
下
記
の
諸
点
の
欠
損
や
カ
ス
レ
等
で
早
大
本
と
天
理
本
と
は
共
通
す
る
。
　
　
  
２
丁
オ
７
行
目
「
候
」
字
、
３
丁
オ
２
行
目
「
を
」
字
、
５
丁
オ
４
行
目
「
様
々
の
」
の
「
の
」
字
、
７
丁
オ
６
行
目
「
と
」
字
、
８
丁
オ
４
行
目
「
人
」
字
、
９
丁
ウ
５
行
目
「
を
も
」
の
「
を
」
字
、
10
丁
ウ
５
行
目
「
風
」
字
、
11
丁
オ
５
行
目
「
な
ら
ひ
」
の
「
ひ
」
字
、
12
丁
オ
２
行
目
「
の
」
字
な
ど
。
４
丁
オ
３
行
目
「
三
年
」
の
「
三
」、
同
４
行
目
「
わ
れ
も
」
の
「
も
」
字
は
早
大
本
の
独
自
の
欠
損
か
。
⑪ 
春
日
龍
神
　
墨
付
き
９
丁
。
下
記
の
諸
点
の
欠
損
や
カ
ス
レ
等
で
早
大
本
は
天
理
本
と
共
通
す
る
。
本
冊
も
天
理
本
の
方
が
刷
り
の
状
態
が
良
く
、
先
刷
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
　
　
  
４
丁
オ
１
行
目
「
人
」
字
の
欠
損
、
６
丁
ウ
６
行
目
「
天
」
字
の
欠
損
、
８
丁
ウ
１
行
目
「
や
」
字
の
欠
損
、
９
丁
オ
１
行
目
「
わ
た
る
」
の
「
わ
」「
る
」
字
の
欠
損
を
、
早
大
本
は
独
自
に
補
筆
す
る
。
　
後
記
の
諸
点
の
欠
損
や
カ
ス
レ
等
（
両
様
の
厳
密
な
判
別
不
能
）
で
も
早
大
本
と
天
理
本
と
は
ほ
ぼ
共
通
す
る
も
の
の
、
天
理
本
の
方
が
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
古
活
字
玉
屋
謡
本
に
つ
い
て
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刷
り
の
状
態
の
よ
い
場
合
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
　
　
  
５
丁
オ
１
行
目
「
天
台
山
」
の
「
山
」
字
（
早
大
本
の
方
が
欠
損
が
大
き
い
）、
６
丁
ウ
４
行
目
「
給
ふ
」
の
「
給
」
字
、
７
丁
オ
５
行
目
「
う
ち
よ
り
」
の
「
よ
」
字
（
早
大
本
の
方
が
欠
損
が
大
き
い
）、
８
丁
ウ
４
行
目
「
三
笠
の
」
の
「
の
」
字
な
ど
。
⑫ 
鞍
馬
天
狗
（
鞍
馬
て
ん
く
）
　
墨
付
き
11
丁
。
本
文
へ
の
補
筆
少
々
。
下
記
の
諸
点
の
欠
損
や
カ
ス
レ
等
で
早
大
本
は
天
理
本
と
共
通
す
る
。
　
　
  
１
丁
オ
４
行
目
「
梢
を
も
」
の
「
を
」
字
、
２
丁
ウ
５
行
目
「
外
人
」
の
「
人
」
字
、
た
だ
し
早
大
本
は
補
筆
、
３
丁
ウ
３
行
目
「
花
の
」
の
「
の
」
字
、
４
丁
オ
４
行
目
「
松
も
む
か
し
の
」
の
一
句
の
役
付
「
ウ
シ
」
と
あ
る
べ
き
所
が
空
白
、
５
丁
ウ
２
行
目
の
「
人
」
字
、
７
丁
オ
２
行
目
「
飛
て
」
の
「
て
」
字
。
　
以
下
は
早
大
本
独
自
の
欠
損
も
し
く
は
カ
ス
レ
の
例
。
　
　
  
２
丁
オ
４
行
目
「
い
ひ
し
」
の
「
ひ
」
字
、
３
丁
ウ
４
行
目
「
一
夜
」
の
「
夜
」
字
、
た
だ
し
早
大
本
は
「
亠
」
を
補
筆
。
７
丁
オ
２
行
目
「
ふ
む
て
」
の
「
て
」
字
第
１
画
は
早
大
本
補
筆
、
第
２
画
末
尾
は
早
大
本
の
欠
損
、
７
丁
オ
７
行
目
「
さ
こ
そ
」
の
「
そ
」
字
、
10
丁
ウ
７
行
目
「
す
ゝ
か
ん
」
の
「
ゝ
」
字
、
同
じ
く
「
ま
も
る
へ
し
」
の
「
へ
」
字
、
11
丁
オ
３
行
目
「
合
戦
と
い
ふ
と
も
」
の
上
の
「
と
」
字
と
「
も
」
字
、
同
じ
く
「
影
身
」
の
「
身
」
字
は
早
大
本
第
１
画
を
補
筆
。
　
以
上
か
ら
や
は
り
本
冊
も
天
理
本
が
先
刷
と
判
断
出
来
る
。
　
な
お
表
紙
裏
・
同
料
紙
の
裏
面
の
計
一
枚
、
裏
表
紙
裏
の
反
故
一
枚
に
以
下
の
文
字
が
あ
る
。
写
真
④
の
「
す
い
き
や
う
人
」
「
し
ほ
か
わ
お
し
ゆ
ほ
う
さ
ま
」
は
「
推
挙
人
」「
塩
川
御
主
房
（
坊
）
様
」
か
、
な
お
存
疑
。
久
三
郎
と
同
様
に
勘
右
衛
門
の
署
名
の
下
に
は
花
押
が
あ
る
ら
し
く
、
こ
の
両
名
か
ら
提
出
さ
れ
た
書
類
を
与
三
右
衛
門
尉
が
届
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
塩
川
が
宛
先
の
姓
な
の
で
あ
ろ
う
。
写
真
①
の
書
状
は
ほ
と
ん
ど
哀
願
に
近
い
内
容
の
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
写
真
④
の
関
連
も
不
明
で
あ
る
。
写
真
②
は
五
番
─　　─18
綴
謡
本
の
曲
名
で
あ
ろ
う
か
。
類
例
の
な
い
番
組
な
が
ら
、
寛
永
年
間
に
は
す
で
に
五
番
綴
の
版
行
謡
本
が
出
現
し
て
い
た
。
脇
能
の
み
等
の
、
同
じ
曲
趣
で
一
冊
と
す
る
よ
う
な
番
組
は
、
寛
永
卯
月
本
の
覆
刻
本
の
末
流
の
後
刷
り
本
に
な
ら
な
い
と
出
現
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
伊
藤
正
義
氏
旧
蔵
寛
永
十
年
三
月
吉
日
刊
刊
者
不
明
観
世
流
小
本
と
そ
の
後
刷
り
補
刻
本
で
あ
る
演
劇
博
物
館
安
田
文
庫
本
（
い
ず
れ
も
整
版
本
）
の
よ
う
に
、
曲
ご
と
に
独
立
し
た
曲
名
版
木
を
組
み
合
わ
せ
て
題
簽
に
印
刷
し
、
そ
れ
ぞ
れ
番
⑫鞍馬天狗：写真①
⑫鞍馬天狗：写真②
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組
を
若
干
異
に
す
る
二
十
冊
百
番
謡
本
を
発
売
し
た
ら
し
い
例
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
は
、
一
番
綴
の
本
を
自
由
に
組
み
合
わ
せ
て
五
番
綴
と
す
る
こ
と
が
あ
り
得
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
五
曲
は
古
版
本
は
も
と
よ
り
、
江
戸
初
期
ま
で
の
す
べ
て
の
観
世
流
百
番
本
（
内
組
本
）
に
含
ま
れ
る
。
　
　
　
  
（
表
紙
裏
の
分
）〈
写
真
①
（
原
状
）・
写
真
③
に
同
じ
で
解
読
に
は
③
も
参
照
〉
　
　
　
  　
わ
さ
と
一
ふ
て
申
入
候
何
申
か
た
﹇　
／　
﹈
し
た
ま
わ
り
候
へ
く
候
き
さ
ま
御
そ
ん
し
﹇　
／　
﹈
□
候
へ
共
さ
り
か
た
な
き
と
こ
ろ
ゑ
少
□
﹇　
／　
﹈
て
候
た
れ
お
た
の
ミ
可
申
か
た
も
無
御
座
候
間
／　
﹈
や
り
申
候
間
御
越
候
て
御
か
き
／　
﹈
□
か
や
う
ニ
申
入
候
す
こ
し
の
あ
い
た
に
て
／　
﹈
た
の
ミ
入
候
其
元
御
ひ
ま
入
候
共
／　
﹈
□
候
間
た
ゝ
い
ま
伝
へ
申
候
／　
﹈
被
越
候
て
可
被
下
候
ふ
ミ
壱
つ
﹇　
／　
﹈
□
﹇
⑫鞍馬天狗：写真③
⑫鞍馬天狗：写真④
─　　─20
　
　
　
  
（
右
表
紙
見
返
し
の
折
り
返
し
部
分
に
見
え
る
分
）〈
同
〉　
﹈
□
し
其
元
に
而
御
く
す
り
か
き
□
﹇
　
　
　
  
（
右
料
紙
の
裏
の
分
）〈
写
真
②
〉
高
砂
／
白
楽
天
／
老
松
／
賀
茂
／
う
の
は
　
　
　
  
〈
写
真
③
〉（
写
真
①
に
同
じ
だ
が
折
り
返
し
分
が
本
来
の
位
置
で
あ
る
料
紙
冒
頭
に
来
る
）
　
　
　
  
（
裏
表
紙
裏
の
分
）〈
写
真
④
〉
す
い
き
や
う
人
勘
右
衛
門
（
花
押
）
／
同
久
三
郎
（
花
押
）
／
使
与
三
右
衛
門
尉
／
し
ほ
か
わ
お
し
ゆ
ほ
う
さ
ま　
ま
い
る
　
８
丁
オ
４
行
目
「
雲
と
な
り
て
」
の
「
な
り
」、
元
和
卯
月
本
や
そ
の
前
後
の
観
世
流
古
写
謡
本
・
後
代
の
板
本
は
お
お
む
ね
「
雲
と
な
つ
て
」、
光
悦
本
系
諸
本
の
み
は
「
成
て
」
で
、
古
活
字
玉
屋
本
は
光
悦
本
系
の
本
文
に
基
づ
く
恣
意
的
校
訂
か
。
⑬ 
皇
帝
　
題
簽
剥
落
。
墨
付
き
７
丁
。
書
き
込
み
等
な
し
。
下
記
の
諸
点
の
欠
損
や
カ
ス
レ
等
で
早
大
本
は
天
理
本
と
共
通
す
る
。
　
　
  
１
丁
ウ
１
行
目
「
お
ほ
ろ
」
の
「
ほ
」
字
、
５
丁
オ
２
行
目
「
な
り
」
の
「
な
」
字
、
６
丁
オ
３
行
目
「
あ
け
」
の
「
け
」
字
、
６
丁
ウ
１
行
目
「
な
り
」
の
「
な
」
字
、
７
丁
オ
５
行
目
「
出
る
を
」
の
「
を
」
字
、
７
丁
ウ
２
行
目
「
き
り
」
の
「
り
」
字
。
　
以
下
は
天
理
本
独
自
の
欠
損
も
し
く
は
カ
ス
レ
で
、
本
冊
に
つ
い
て
は
、
同
版
な
が
ら
早
大
本
が
先
行
す
る
こ
と
を
示
す
例
。
　
　
  
１
丁
オ
２
行
目
「
三
千
の
」
の
「
の
」
字
、
２
丁
ウ
１
行
目
「
只
今
」
の
「
今
」
字
、
７
丁
ウ
１
行
目
「
つ
た
〳
〵
に
」
の
「
に
」
字
。
⑭ 
実
盛
　
墨
付
き
13
丁
。
後
人
の
間
拍
子
等
の
墨
書
書
き
込
み
あ
り
。
下
記
の
諸
点
の
欠
損
や
カ
ス
レ
等
で
早
大
本
は
天
理
本
と
共
通
す
る
。
　
　
  
２
丁
オ
４
行
目
「
老
眼
の
」
の
「
の
」
字
、
３
丁
ウ
３
行
目
「
一
つ
」
の
「
つ
」
字
、
５
丁
オ
５
行
目
「
実
盛
の
」
の
「
の
」
字
、
８
丁
オ
５
行
目
行
頭
の
「
は
」
字
、
10
丁
オ
３
行
目
「
お
と
な
け
な
し
」
の
「
と
」
字
、
11
丁
オ
２
行
目
「
錦
の
」
の
「
の
」
字
、
早
稲
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12
丁
オ
３
行
目
「
あ
け
」
の
「
け
」
字
、
13
丁
オ
２
行
目
「
を
し
つ
け
て
」
の
「
つ
」
字
、
同
じ
く
５
行
目
「
あ
け
て
」
の
「
け
」
字
（
前
丁
と
も
同
活
字
）。
　
以
下
は
天
理
本
独
自
の
欠
損
も
し
く
は
カ
ス
レ
で
、
同
版
な
が
ら
早
大
本
が
先
行
す
る
こ
と
を
示
す
例
。
　
　
  
１
丁
ウ
５
行
目
「
そ
や
」
の
「
そ
」「
や
」
字
、
６
丁
オ
３
行
目
「
池
の
邉
」
の
「
邉
」
字
。
　
以
下
は
早
大
本
独
自
の
カ
ス
レ
の
例
。
　
　
  
６
丁
オ
１
行
目
「
恥
」
字
、
同
じ
く
７
行
目
「
わ
た
る
」
の
「
わ
」「
た
」
字
、
９
丁
ウ
６
行
目
「
あ
な
」
の
「
な
」
字
。
　
同
丁
な
の
に
両
本
で
相
互
に
別
の
カ
ス
レ
が
あ
る
の
は
、
刷
り
む
ら
の
結
果
で
あ
る
。
　
９
丁
オ
３
行
目
「
御
前
に
参
り
」
は
、
光
悦
本
「
御
ま
へ
に
参
り
」、
元
和
卯
月
本
は
「
御
前
に
参
り
て
」。
こ
こ
も
光
悦
本
の
影
響
下
に
恣
意
的
な
文
字
遣
い
を
し
て
い
る
例
。
　
な
お
、
表
紙
裏
に
封
入
さ
れ
た
反
故
一
枚
に
以
下
の
文
字
が
見
え
る
。
こ
れ
も
本
替
に
際
し
て
の
在
庫
の
明
細
で
あ
ろ
う
。「
う
た
い
」
の
上
部
に
「
揃
」
の
文
字
が
見
え
る
。
百
番
な
ど
の
揃
い
本
の
在
庫
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
他
の
場
合
は
全
一
冊
分
の
在
庫
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。「
と
し
」
は
「
と
ぢ
」
で
複
数
冊
編
成
か
。
　
　
　
  
〈
写
真
①
〉﹈
九
月
四
□
／　
﹈
拾
冊　
　
昨
日
今
日
／　
﹈
□
冊　
　
四
書
／　
﹈
拾
四
冊　
　
平
家
／　
﹈
冊
揃　
　
う
た
い
／　
﹈
月
十
五
日
／　
﹈
拾
四
冊　
　
大
わ
こ
く
／
　
﹈
月
廿
五
日
／　
﹈
冊　
　
ひ
や
う
し　
大
か
く
／　
﹈
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拾
五
冊
と
し
い
ろ
〳
〵
／　
﹈
十
三
冊
と
し
い
ろ
〳
〵
／
　
﹈
□
冊
と
し　
つ
れ
〳
〵
／　
﹈
□
冊
と
し　
三
世
相
／　
﹈
冊
と
し　
大
か
く
／　
﹈
冊　
と
し　
ほ
う
り
や
く
／　
﹈
□
﹇　
﹈
し　
ろ
ん
こ
／　
﹈
し　
大
せ
く
は
ん
⑮ 
志
賀
　
墨
付
き
９
丁
。
裏
表
紙
見
返
し
左
下
隅
に
「
林
氏
」
と
朱
書
。
下
記
の
諸
点
の
欠
損
や
カ
ス
レ
等
で
早
大
本
は
天
理
本
と
共
通
す
る
。
　
　
  
１
丁
オ
７
行
目
「
こ
れ
」
の
「
れ
」
字
、
２
丁
オ
３
行
目
「
立
へ
た
て
」
の
「
へ
」
字
、
３
丁
ウ
７
行
目
「
哉
ら
ん
」
の
「
ん
」
字
、
４
丁
オ
２
行
目
「
お
も
ひ
」
の
「
ひ
」
字
、
５
丁
オ
６
行
目
の
「
埋
木
の
」
の
「
の
」
字
、
８
丁
オ
２
行
目
「
志
賀
」
の
「
賀
」
字
。
　
以
下
は
早
大
本
の
み
の
カ
ス
レ
か
欠
損
の
例
。
　
　
  
７
丁
ウ
３
行
目
「
な
け
の
」
の
「
の
」
字
、
同
じ
く
「
花
の
か
け
」
の
「
か
」
字
（
い
ず
れ
も
天
理
本
に
も
欠
損
の
傾
向
が
あ
る
が
よ
り
小
規
模
）、
８
丁
オ
３
行
目
「
見
え
て
」
の
「
て
」
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字
（
刷
り
む
ら
で
あ
ろ
う
）
な
ど
。
　
以
下
は
天
理
本
独
自
の
欠
損
も
し
く
は
カ
ス
レ
の
例
。
　
　
  
２
丁
オ
２
行
目
「
山
」
字
、
５
丁
オ
５
行
目
「
哥
人
」
の
「
人
」
字
、
７
丁
オ
２
行
目
「
と
は
」
の
「
は
」
字
、
８
丁
ウ
６
行
目
「
な
り
」
の
「
な
」
字
。
　
右
の
７
丁
目
・
８
丁
目
の
相
互
の
異
な
る
欠
損
部
は
、
い
ず
れ
も
同
活
字
で
あ
り
、
一
方
が
よ
り
程
度
が
甚
だ
し
い
と
い
う
相
違
。
刷
り
の
具
合
で
欠
損
の
目
立
ち
方
が
相
違
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
７
丁
目
に
つ
い
て
は
天
理
本
が
先
印
、
８
丁
目
に
つ
い
て
は
早
大
本
が
先
印
の
よ
う
で
あ
る
。
　
な
お
表
紙
裏
に
封
入
の
反
故
一
枚
の
半
折
両
段
に
以
下
の
文
字
が
見
え
る
。
こ
れ
も
本
替
の
計
算
書
で
あ
ろ
う
。『
水
鏡
』
の
他
は
幸
若
舞
の
本
が
中
心
。
　
　
　
  
〈
写
真
①
〉（
②
と
同
じ
料
紙
の
原
状
撮
影
）
　
　
　
  
〈
写
真
②
〉（
半
折
第
一
段
）　
﹈
分　
　
伏
見
と
き
□
／
一　
弐
分　
　
水
か
ゝ
ミ
／
一　
拾
五
分　
　
堀
川
／
一　
拾
分　
　
八
嶋
／
一　
弐
分　
　
ゑ
ほ
し
折
／
一　
三
拾
八
分　
　
大
し
よ
く
わ
ん
／
一　
弐
分　
　
水
か
ゝ
ミ
／
□　
六
分　
　
か
ま
た
／
一　
壱
分　
　
与
一
／
一　
三
分　
　
大
し
よ
く
わ
ん
／
﹇　
　
　
　
﹈（
一
行
分
判
読
不
能
）
　
　
　
  
（
半
折
第
二
段
）
□
壱
分　
　
い
つ
ミ
式
部
／
一　
壱
分　
　
つ
く
は
／
一　
弐
分　
　
は
け
い
／
一　
弐
分　
　
か
ま
た
／
合
弐
百
七
拾
弐
部
／
此
内
へ
百
九
拾
四
さ
つ
引
／
〆　
七
拾
八
分　
　
か
し
／
一　
右
七
拾
八
分
之
内
へ
／
四
拾
七
冊
又
な
し
申
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／　
﹈
引
〆
三
拾
壱
冊
か
り
／
か
ゝ
へ
分
之
覚
／
□
（
以
下
判
読
不
能
）（「
か
ゝ
へ
分
之
覚
」
は
写
真
①
を
参
照
し
た
。
第
一
段
の
第
１
行
と
第
二
段
の
「
か
ゝ
へ
分
之
覚
」
以
下
は
、
写
真
①
で
は
表
紙
見
返
し
に
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
た
本
紙
か
ら
離
れ
て
表
紙
裏
に
貼
り
付
い
て
い
た
が
、
本
来
は
同
じ
料
紙
の
一
部
で
、
写
真
②
で
は
正
し
い
位
置
に
補
修
さ
れ
て
い
る
。）
⑯ 
俊
寛
　
墨
付
き
10
丁
。
早
大
本
は
本
文
へ
の
上
書
き
補
筆
若
干
あ
り
。
下
記
の
諸
点
の
欠
損
や
カ
ス
レ
等
で
早
大
本
は
天
理
本
と
共
通
す
る
。
　
　
  
３
丁
ウ
２
行
目
「
候
へ
共
」
の
「
へ
」
字
、
４
丁
オ
５
行
目
「
来
る
を
も
」
の
「
を
」
字
、
４
丁
ウ
１
行
目
「
と
き
は
」
の
「
と
」
字
、
同
じ
く
４
行
目
「
の
む
さ
け
は
」
の
「
ハ
」
字
（
早
大
本
は
補
筆
）、
５
丁
オ
４
行
目
「
有
難
や
候
」
の
「
候
」
字
、
６
丁
オ
５
行
目
「
三
人
」
の
「
人
」
字
、
同
じ
く
「
た
に
」
の
「
に
」
字
、
７
丁
オ
５
行
目
「
お
も
ひ
」
の
「
お
」「
ひ
」
字
、
８
丁
オ
２
行
目
「
有
へ
き
」
の
「
へ
」
字
、
９
丁
ウ
１
行
目
「
頓
て
」
の
連
続
部
。
　
以
下
は
早
大
本
の
み
の
カ
ス
レ
か
欠
損
の
例
。
　
　
  
１
丁
オ
７
行
目
「
急
候
」、
２
丁
ウ
７
行
目
「
雲
母
」
の
「
母
」
字
、
５
丁
ウ
７
行
目
「
此
嶋
」
の
「
此
」
字
。
　
本
冊
も
天
理
本
が
先
印
で
あ
ろ
う
。
⑰ 
鐘
馗
　
墨
付
き
６
丁
。
表
紙
裏
の
裏
打
ち
反
故
に
補
助
線
入
り
の
仏
頭
下
絵
あ
り
。
書
き
手
は
仏
画
も
手
が
け
る
業
者
で
あ
っ
た
か
。
な
お
本
曲
は
元
和
卯
月
本
未
収
曲
。
下
記
の
諸
点
の
欠
損
や
カ
ス
レ
等
で
早
大
本
は
天
理
本
と
共
通
す
る
。
　
　
  
１
丁
オ
２
行
目
「
事
の
候
」
の
「
候
」
字
、
同
じ
く
４
行
目
「
を
た
ち
」
の
「
を
」
字
、
３
丁
オ
１
行
目
「
ひ
か
り
」
の
「
ひ
」
字
、
５
丁
オ
５
行
目
「
誓
ひ
」
の
「
ひ
」
字
。
　
以
下
は
天
理
本
独
自
の
欠
損
も
し
く
は
カ
ス
レ
の
例
。
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２
丁
ウ
３
行
目
「
と
へ
共
」
の
「
と
」「
共
」
字
、
６
丁
ウ
２
行
目
「
に
か
ゝ
や
き
」
の
「
に
」
字
。
　
本
冊
は
早
大
本
が
先
印
で
あ
る
。
　
仏
頭
画
の
左
端
に
文
書
断
片
の
細
片
が
見
え
、
一
連
の
記
録
の
行
頭
部
分
ら
し
き
左
の
文
字
が
確
認
出
来
る
。
こ
れ
も
在
庫
の
日
計
表
の
類
い
の
断
片
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
  
〈
写
真
①
〉
□
［　
弐
﹇　
／
同
日
十
六
﹇　
／
同
日
弐
□
﹇　
／
間
十
□
﹇　
／
十
月
□
五
拾
﹇　
／
十
一
月
五
□
﹇　
／
廿
三
日
［　
五
拾
﹇　
／
廿
四
日
三
十
﹇　
／
同
日
四
十
﹇　
／
廿
五
日
十
八
﹇　
／
同
日
十
□
／
同
日
十
冊
／
同
日
六
冊
／
廿
五
十
﹇
⑱ 
誓
願
寺
　
墨
付
き
11
丁
。
下
記
の
諸
点
の
欠
損
や
カ
ス
レ
等
で
早
大
本
は
天
理
本
と
共
通
す
る
。
　
　
  
１
丁
オ
２
行
目
「
ひ
ろ
め
ん
」
の
「
ひ
」
字
、
２
丁
オ
１
行
目
「
つ
い
て
」
の
「
徒
」
字
、
３
丁
ウ
７
行
目
「
人
中
」
の
「
人
」
字
、
４
丁
オ
７
行
目
「
人
数
」
の
「
数
」
字
、
５
丁
オ
２
行
目
「
さ
と
り
を
も
」
の
「
を
」
字
、
６
丁
ウ
１
行
目
「
上
人
」
の
「
人
」
字
、
７
丁
オ
１
行
目
「
住
人
」
の
「
住
」
字
、
９
丁
ウ
６
行
目
「
な
り
」
の
「
な
」
字
、
10
丁
オ
６
行
目
「
こ
の
」
の
「
能
」
字
、
11
丁
オ
２
行
目
「
あ
ら
た
」
の
「
た
」
字
。
　
以
下
は
天
理
本
独
自
の
欠
損
の
例
。
⑰鐘馗：写真①
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６
丁
オ
５
行
目
「
一
体
」
の
「
一
」
の
フ
リ
節
。
こ
の
他
に
も
天
理
本
に
は
カ
ス
レ
の
例
が
あ
り
、
版
面
の
状
態
は
早
大
本
の
方
が
や
や
良
い
（
逆
の
例
も
あ
る
）。
⑲ 
関
寺
小
町
　
墨
付
き
12
丁
。
下
記
の
諸
点
の
欠
損
や
カ
ス
レ
等
で
早
大
本
は
天
理
本
と
共
通
す
る
。
　
　
  
１
丁
オ
７
行
目
「
人
達
」
の
「
人
」
字
、
２
丁
オ
４
行
目
「
か
く
」
の
「
か
」
字
、
３
丁
ウ
３
行
目
「
候
」
字
、
４
丁
ウ
３
行
目
「
庶
人
」
の
「
人
」
字
、
５
丁
ウ
２
行
目
「
衣
通
姫
」
の
「
通
」
字
、
６
丁
ウ
１
行
目
「
へ
し
」
の
「
へ
」
字
、
７
丁
ウ
４
行
目
「
人
」
字
（
４
丁
ウ
３
行
目
と
同
活
字
か
）、
８
丁
ウ
５
行
目
「
の
」
字
、
10
丁
ウ
２
行
目
「
上
人
」
の
「
人
」
字
（
７
丁
ウ
４
行
目
と
同
活
字
か
）、
12
丁
ウ
１
行
目
「
な
り
」
の
「
な
」
字
（
⑱
９
丁
ウ
６
行
目
と
同
活
字
）。
　
本
冊
は
早
大
本
と
天
理
本
で
刷
り
の
前
後
を
見
極
め
が
た
い
。
⑳ 
殺
生
石
　
墨
付
き
10
丁
。
下
記
の
諸
点
の
欠
損
や
カ
ス
レ
等
で
早
大
本
は
天
理
本
と
共
通
す
る
。
　
　
  
１
丁
オ
４
行
目
「
ひ
ら
き
」
の
「
ひ
」
字
、
２
丁
ウ
１
行
目
「
人
」
字
（
⑲
４
丁
ウ
３
行
目
と
同
活
字
か
）、
３
丁
ウ
３
行
目
「
と
き
し
も
」
の
「
し
」
字
、
４
丁
オ
３
行
目
「
玉
藻
の
」
の
「
の
」
字
、
５
丁
ウ
５
行
目
「
玉
藻
」
の
「
藻
」
字
、
６
丁
ウ
７
行
目
「
木
石
」
の
「
石
」
字
、
７
丁
ウ
３
行
目
「
今
そ
顕
」
の
「
顕
」
字
、
８
丁
オ
５
行
目
行
頭
「
院
」
字
、
９
丁
オ
１
行
目
「
か
け
り
」
の
「
り
」
字
、
10
丁
オ
２
行
目
行
末
「
か
た
き
御
」
の
「
御
」
字
。
　
以
下
は
早
大
本
独
自
の
欠
損
も
し
く
は
カ
ス
レ
の
例
。
　
　
  
２
丁
オ
２
行
目
「
畜
類
迄
も
」
の
「
も
」
字
、
６
丁
ウ
２
行
目
「
懺
悔
」
の
「
悔
」
字
。
　
両
例
と
も
に
墨
の
乗
り
が
悪
く
カ
ス
レ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
欠
け
た
部
分
に
薄
く
筆
勢
が
認
め
ら
れ
る
。
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
古
活
字
玉
屋
謡
本
に
つ
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て
─　　─27
　
裏
表
紙
に
封
入
さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
半
折
さ
れ
た
二
枚
重
ね
の
反
故
あ
り
。
い
ず
れ
も
本
替
の
計
算
書
。
墨
滅
箇
所
が
い
く
つ
か
あ
る
。
史
書
・
字
書
・
物
語
草
紙
類
等
に
交
じ
り
、『
大
坂
物
語
』
が
見
え
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
一
巻
本
か
二
巻
本
か
、
不
明
で
あ
る
。
〈
写
真
①
〉（
写
真
②
の
原
状
写
真
・
一
部
を
左
で
参
照
）
（
一
枚
目
第
一
段
）〈
写
真
②
〉　
﹈
部　
　
あ
つ
ま
か
ゝ⑳殺生石：写真②
⑳殺生石：写真①
─　　─28
ミ
／　
﹈
部　
　
か
ん
こ
く
／　
﹈
□
拾
部　
　
十
番
切
／　
﹈
拾
壱
部　
　
信
長
記
／　
﹈
拾
八
部　
　
聖
劫
斉
／
□
／　
﹈
部　
　
ゐ
ん
き
や
う
／　
﹈
三
部　
　
い
せ
物
語
／
九十三
部分
過
上
／　
﹈
弐
部　
　
阿
弥
陀
む
ね
ハ
り
／　
﹈
三
部
之
過
上
／　
﹈
□
十
六
部　
　
あ
つ
も
り
／　
﹈
□
十
壱
部
過
上
／　
﹈
□
部　
　
節
用
集
／　
﹈
□
□
部
預
リ
分
ニ
引
／　
﹈
□
弐
部
ハ
本
ニ
替
／　
﹈
し
き
や
う
き　
後
ニ
／
□
□
□
か
﹇
　
　
　
  
（
第
二
段
）〈
写
真
同
〉
□
／
本
替
／　
﹈
三
部　
　
右
馬
殿
よ
り
わ
た
し
／　
﹈
〆
﹇　
　
﹈
□
部　
　
か
し
／
□
□
／
四
拾
八
部　
　
ろ
ん
こ
／　
﹈
拾
五
部
／
し
ゆ
て
ん　
　
し
ゆ
て
ん
た
う
じ
／
本
ニ
替
所
ハ
六
十
部
な
り
／
〆
四
十
五
部　
か
り
／
五
部　
　
ほ
り
川
／
本
ニ
替
所
ハ
廿
部
な
り
／
五
部
の
か
し
／　
﹈
□
十
三
部　
　
式
目
／
本
ニ
替
所
三
十
八
部
な
り
／
内
五
部　
　
か
し
／　
﹈
拾
六
部　
　
和
玉
／　
﹈
替
所
廿
八
部
な
り
／　
﹈
弐
部
之
か
し
／
六
十
九
部　
　
大
坂
物
語
／
　
﹈
本
ニ
替
所
八
十
二
部
な
り
／　
﹈
□
□
□
□
部
ハ　
か
し
／　
﹈
□
人
處
　
　
　
  
（
二
枚
目
第
一
段
）〈
写
真
③
〉　
﹈
し
ノ
い
ん
ね
三
部
／　
﹈
□
り
川　
　
三
部
か
／　
﹈
人
し
す
か　
　
六
部
／　
﹈
□
／　
﹈
□
か
ゝ
ミ　
　
弐
部
／　
﹈
つ
こ
じ
し
ゆ　
八
部
／　
﹈
目　
　
十
四
部
／　
﹈
せ
物
か
た
り　
五
部
／　
﹈
四
か
う　
　
四
部
／　
﹈
ろ
ん
ご　
　
弐
部
／　
﹈
く　
　
弐
部
／　
﹈
ん
て
ひ
し　
八
部
／　
﹈
つ
ひ
や
う
し
な
ん　
一
部
／　
﹈
し
乃
人
あ
な
　
六
部
／　
﹈
□　
　
八
部
／　
﹈
□
し
や
う
き　
　
﹇
⑳殺生石：写真③
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（
第
二
段
）〈
写
真
同
〉　
﹈
も
り　
十
部
／　
﹈
□
□
た　
　
七
部
／　
﹈
四
十
三
部
□
□
べ
三
部
／　
﹈
ら
く
字　
廿
三
部
／
　
﹈
ら
う
へ
い　
九
部
／
千
字
文　
弐
部
／
ふ
し
ミ
ト
き
わ　
十
部
／　
﹈
合
廿
五
色
か
／
九
月
十
五
日
ニ
㉑ 
卒
都
婆
小
町
　
墨
付
き
11
丁
。
下
記
の
諸
点
の
欠
損
や
カ
ス
レ
等
で
早
大
本
は
天
理
本
と
共
通
す
る
。
　
　
  
２
丁
オ
４
行
目
「
翡
翠
の
」
の
「
の
」
字
、
２
丁
ウ
３
行
目
「
諸
人
」
の
「
人
」
字
、
３
丁
オ
１
行
目
「
う
き
」
の
「
う
」
字
、
３
丁
ウ
４
行
目
「
色
性
の
」
の
「
の
」
字
、
５
丁
ウ
１
行
目
「
礼
を
は
」
の
「
を
」
字
、
６
丁
オ
１
行
目
「
ほ
た
ひ
本
」
の
「
本
」
字
、
７
丁
オ
７
行
目
「
詩
を
作
り
」
の
「
作
」
字
、
８
丁
オ
４
行
目
「
あ
す
の
う
へ
」
の
「
へ
」
字
、
９
丁
ウ
５
行
目
「
お
ほ
き
」
の
「
ほ
」
字
、
10
丁
オ
３
行
目
「
は
か
ま
」
の
「
ま
」
字
、
11
丁
オ
３
行
目
「
そ
や
」
の
「
や
」
字
。
　
以
下
は
早
大
本
独
自
の
欠
損
も
し
く
は
カ
ス
レ
の
例
。
　
　
  
２
丁
オ
４
行
目
「
翡
翠
」
の
「
翠
」
字
（
本
来
の
不
鮮
明
字
の
一
部
を
削
っ
て
上
書
き
し
た
か
）、
６
丁
オ
２
行
目
「
な
き
と
き
」
の
「
と
」
字
、
８
丁
ウ
６
行
目
「
こ
ひ
え
ぬ
」
の
「
ひ
」「
え
」
字
。
　
本
冊
は
天
理
本
が
先
印
で
あ
ろ
う
。
㉒ 
大
会
　
早
大
本
の
刷
題
簽
下
部
に
紅
色
の
線
刻
模
様
。
墨
付
き
６
丁
。
下
記
の
諸
点
の
欠
損
や
カ
ス
レ
等
で
早
大
本
は
天
理
本
と
共
通
す
る
。
　
　
  
１
丁
オ
５
行
目
「
開
き
し
」
の
「
し
」
字
、
３
丁
オ
３
行
目
・
４
行
目
各
行
頭
の
句
点
、
４
丁
オ
２
行
目
「
吹
あ
け
て
」
の
「
吹
」
「
け
」
字
、
５
丁
ウ
５
行
目
「
騒
き
」
の
「
き
」
字
、
６
丁
オ
１
行
目
「
な
せ
は
。」
の
句
点
。
両
本
の
刷
り
の
先
後
は
不
明
。
　
表
紙
裏
に
封
入
の
反
故
一
枚
に
以
下
の
文
字
が
あ
る
（
半
折
半
段
相
当
）。
日
付
・
番
数
・
本
屋
の
名
前
を
記
す
。「
六
十
四
番
上
下
」「
百
番
上
下
」「
十
一
番
上
下
」「
四
百
番
上
下
」
等
と
あ
る
の
は
、
冊
数
の
こ
と
で
曲
目
数
で
は
あ
る
ま
い
。
す
べ
て
の
番
数
の
下
に
「
上
下
」
と
─　　─30
注
記
す
る
。
曲
数
を
「
番
」
で
数
え
る
も
の
に
謡
曲
と
舞
の
本
が
あ
る
が
、
謡
刊
本
で
上
下
に
分
か
れ
る
編
成
は
、
江
戸
時
代
初
期
に
は
な
い
。
一
番
で
上
下
二
冊
本
の
形
態
を
取
り
う
る
の
は
、
舞
の
本
の
方
で
は
な
か
ろ
う
か
。
虎
屋
は
、
同
時
代
の
京
の
手
猿
楽
と
同
名
で
あ
り
、
虎
屋
に
関
わ
る
刊
行
謡
本
が
現
存
す
る
こ
と
が
参
照
さ
れ
る
。
袋
綴
光
悦
本
別
製
普
通
本
の
一
種
に
「
虎
屋
良
有
判
之
本
」
と
の
箱
書
き
を
有
す
る
箱
入
り
の
本
が
あ
り
、
ま
た
「
虎
屋
正
本
」
と
称
す
る
刊
者
不
明
本
が
鴻
山
文
庫
に
現
存
す
る
（
鴻
山
文
庫
謡
本
五
５
）。
本
文
書
の
「
と
ら
や
」
も
、
良
有
自
身
か
ど
う
か
は
不
明
な
が
ら
、
そ
の
一
族
で
は
あ
ろ
う
。
二
郎
五
郎
・
弥
吉
・
長
安
に
つ
い
て
も
不
明
だ
が
、
虎
屋
同
様
に
版
元
で
あ
ろ
う
。
本
文
書
が
こ
れ
ら
か
ら
本
を
仕
入
れ
た
日
計
か
、
あ
る
い
は
逆
に
本
を
卸
し
た
日
計
か
、
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
こ
れ
が
同
一
種
類
の
書
籍
と
す
れ
ば
、
複
数
の
本
屋
か
ら
同
じ
本
を
仕
入
れ
る
等
の
こ
と
は
疑
問
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
本
屋
に
こ
の
数
の
本
を
納
品
し
た
記
録
と
考
え
て
お
く
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
も
し
も
こ
れ
ら
が
古
活
字
版
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
か
な
り
の
部
数
を
印
刷
し
て
い
た
様
子
が
想
像
出
来
る
。
ま
た
こ
の
日
計
表
の
半
分
に
記
さ
れ
た
「
日
記
」
と
題
さ
れ
た
「
元
和
八
年
八
月
吉
」
の
日
付
は
、
も
と
は
袋
綴
の
日
記
の
表
紙
上
面
で
、
料
紙
の
く
す
み
方
の
違
い
か
ら
見
て
、
恐
ら
く
は
日
計
の
書
か
れ
た
料
紙
を
半
折
し
て
日
記
の
共
表
紙
と
し
た
も
の
を
反
故
と
し
て
、
本
冊
の
表
紙
の
裏
貼
り
に
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
弥
吉
の
四
百
番
の
肩
に
「
八
月
」、
百
番
〈
八
日
〉
の
長
安
の
次
行
に
「
九
月
一
日
」
と
あ
る
の
は
、
元
和
八
年
以
前
の
記
事
な
の
で
あ
ろ
う
。
㉒大会：写真①
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〈
写
真
①
〉　
﹈
と
ら
や
／
﹈
□
ん
上
下　
　
と
ら
や
／　
﹈
六
十］た
し四
は
ん
上
下　
　
二
郎
五
郎
／
百□
は日ニ
□
た
し
ん
上
下　
　
と
ら
や
／　
﹈
□
十日
一
は
ん
上
下　
　
弥
吉
／　
﹈
一□日
は
ん
上
下　
　
同
人
／　
﹈十
十□
六日
は
ん
上
下　
　
二
郎
五
郎
／
百廿三
は日
ん
上
下　
　
と
ら
や
／　
﹈
四八
百月
は
ん
上
下　
　
弥
吉
／　
﹈
百□八
は日
ん
上
下　
　
　
長
安
／
九
月
一
日
／
百
は
ん
上
下　
　
と
ら
や
／
百
は
ん
上
下　
　
と
ら
や
／　
﹈
□
﹇　
﹈
□
部
也　
　
と
ら
や
／　
﹈
二
郎
五
郎
　
　
  　
上
記
の
半
折
の
残
り
半
段
分
、
九
十
度
回
転
さ
せ
た
部
分
の
中
央
上
部
に
左
記
の
ご
と
し
。
　
　
  
〈
写
真
同
〉　
日　
記
元
和
八
年
八
月
吉
㉓ 
当
麻
　
墨
付
き
10
丁
。
下
記
の
諸
点
の
欠
損
や
カ
ス
レ
等
で
早
大
本
は
天
理
本
と
共
通
す
る
。
　
　
  
１
丁
オ
１
行
目
「
ひ
ら
」
の
「
ひ
」
字
（
⑤
６
丁
ウ
６
行
目
と
同
活
字
か
）、
２
丁
オ
６
行
目
「
ハ
き
て
超
世
」
の
「
ハ
」「
超
」
字
、
３
丁
オ
２
行
目
「
い
つ
の
世
を
ま
つ
」
の
「
の
」「
を
」「
ま
」
字
、
４
丁
ウ
２
行
目
「
仏
の
」
の
「
の
」
字
、
５
丁
オ
５
行
目
「
曼
荼
羅
と
」
の
「
と
」
字
、
６
丁
オ
４
行
目
「
座
禅
円
月
の
」
の
「
の
」
字
（
４
丁
ウ
２
行
目
と
同
活
字
か
）、
７
丁
オ
３
行
目
「
生
身
の
」
の
「
の
」
字
、
８
丁
ウ
４
行
目
「
ま
の
あ
た
り
」
の
「
ま
」
字
、
９
丁
ウ
２
行
目
「
ひ
か
る
ゝ
」
の
「
ひ
」
字
、
10
丁
オ
６
行
目
「
妙
音
の
」
の
「
能
」
字
。
　
以
下
は
天
理
本
独
自
の
欠
損
も
し
く
は
カ
ス
レ
の
例
。
　
　
  
７
丁
ウ
７
行
目
冒
頭
の
「
シ
テ
上
」
の
「
シ
」
字
、
９
丁
オ
５
行
目
「
盡
虚
空
界
」
の
「
界
」
字
、
９
丁
ウ
７
行
目
冒
頭
の
「
シ
テ
上
」
の
「
シ
」
字
（
７
丁
ウ
と
は
別
活
字
）。
　
本
冊
は
早
大
本
の
方
が
先
印
で
あ
ろ
う
。
　
表
紙
裏
に
封
入
の
反
故
一
枚
に
以
下
の
文
字
が
あ
る
。
元
和
九
年
の
年
記
は
管
見
に
入
っ
た
反
故
の
中
で
は
最
も
新
し
い
。
従
っ
て
本
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冊
の
製
本
は
、
そ
れ
以
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
恐
ら
く
元
和
九
年
を
か
な
り
下
っ
た
時
期
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
借
主
の
太
兵
衛
は
、
能
楽
研
究
所
が
購
入
し
た
本
書
の
一
部
の
内
、〈
阿
漕
〉
冊
の
反
故
に
「
元
和
六
年
二
月
十
二
日
／
安
兵
衛
／
太
兵
衛
殿
ま
い
る
」、
同
じ
く
〈
安
宅
〉
の
冊
の
反
故
に
「
慶
長
十
九
年
二
月
廿
三
日
／
新
右
馬
助
／
太
兵
衛
殿
御
や
ど
ま
い
る
」「
太
ひ
や
う
へ
殿
／
安
兵
衛
」「
太
兵
衛
殿
参
」、〈
江
口
〉
冊
の
反
故
に
「
慶
長
十
九
年
二
月
十
日
／
新
兵
へ
（
花
押
）
／
大
兵
衛
様
／
久
作
様
／
理
□
様
／
両
三
人
参
」（
そ
の
他
〈
融
〉〈
鵺
〉〈
三
輪
〉
の
冊
に
も
）
等
と
見
え
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
冊
の
製
本
を
行
っ
た
業
者
本
人
の
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。
本
文
書
か
ら
そ
の
住
所
が
寺
町
下
御
霊
前
町
（
現
京
都
市
中
京
区
寺
町
通
丸
太
町
下
ル
下
御
霊
前
町
）
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
や
や
乱
雑
な
書
き
ぶ
り
な
の
で
、
銀
子
の
借
用
証
文
の
控
え
か
と
思
わ
れ
る
が
、
下
部
が
欠
損
し
て
い
る
署
名
三
所
は
そ
れ
ぞ
れ
別
筆
の
よ
う
で
あ
り
、
す
で
に
返
済
が
行
わ
れ
て
戻
っ
て
来
た
原
本
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
久
三
郎
は
⑫
「
鞍
馬
天
狗
」
冊
の
写
真
④
に
も
見
え
る
。
同
一
人
物
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
  
〈
写
真
①
〉　
﹈
合
弐
百
目
ハ
来
年
／　
﹈
切
ニ
か
り
申
処
実
正
明
白
也
利
そ
﹇　
／　
﹈
壱？
个
月
ニ
三
匁
ツ
ヽ
進
上
可
申
候
若
□
／
無
沙
汰
仕
申
候
ハ
ゝ
我
等
の
家
屋
敷
□
／　
﹈
御
取
可
被
成
候
た
と
へ
天
下
の
と
く
／
せ
い
火
事
御
座
候
共
於
此
銀
子
ハ
□
／
□
□
相
そ
た
て
可
申
候
仍
後
日
状
如
件
／
元
和
九
年　
二
月
廿
四
日
／
寺
町
下
御
㚑
前
町
／
か
り
ぬ
し
太
兵
□
﹇　
／
請
人
藤
左
衛
門
﹇　
／
同　
久
三
郎
﹇　
／　
﹈
□
□
ぬ
し
さ
ま
／
㉓当麻：写真①
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㉔ 
天
鼓
（
て
ん
こ
）
　
墨
付
き
12
丁
。
下
記
の
諸
点
の
欠
損
や
カ
ス
レ
等
で
早
大
本
は
天
理
本
と
共
通
す
る
。
　
　
  
４
丁
ウ
１
行
目
「
あ
る
ら
ん
」
の
「
る
」
字
、
５
丁
オ
４
行
目
「
候
へ
」
の
「
へ
」
字
、
７
丁
オ
３
行
目
行
末
「
し
ほ
れ
そ
ま
」
と
４
行
目
行
頭
「
さ
る
草
衣
」
の
間
の
行
頭
の
句
点
の
誤
植
、
８
丁
ウ
４
行
目
「
老
人
」
の
「
人
」
字
、
９
丁
オ
５
行
目
「
夕
月
の
色
」
の
「
色
」
字
。
　
以
下
は
早
大
本
独
自
の
欠
損
も
し
く
は
カ
ス
レ
の
例
。
　
　
  
２
丁
オ
７
行
目
「
宣
旨
に
」
の
「
に
」
字
、
３
丁
ウ
６
行
目
「
更
に
」
の
「
更
」
字
、
４
丁
オ
７
行
目
「
上
カ
ヽ
ル
」
の
「
上
」
字
、
６
丁
オ
３
行
目
「
し
ら
さ
る
」
の
「
類
」
字
、
８
丁
ウ
２
行
目
「
跡
を
は
」
の
「
跡
」
字
。
天
理
本
が
先
印
と
判
断
さ
れ
る
。
　
裏
表
紙
裏
に
４
行
分
ほ
ど
の
書
状
の
断
片
（
写
真
①
②
）
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
裏
面
に
も
五
行
分
の
文
字
（
写
真
③
）。
写
真
①
は
原
状
、
写
真
②
は
そ
れ
を
解
体
し
て
撮
影
し
た
も
の
だ
が
、
判
読
困
難
で
意
味
不
明
。
写
真
③
は
⑫
「
鞍
馬
天
狗
」
冊
の
写
真
②
と
同
様
の
類
似
曲
趣
の
謡
本
五
番
綴
の
曲
名
の
よ
う
で
あ
る
。
㉖
に
も
修
羅
能
五
番
の
曲
名
㉔天鼓：写真①
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を
記
し
た
反
故
が
あ
る
。
能
楽
研
究
所
購
入
分
の
〈
藤
戸
〉
の
反
故
中
に
も
「
檜
垣
・
班
女
・
二
人
静
・
杜
若
・
芭
蕉
」
の
曲
名
を
記
し
た
文
書
が
見
え
る
。
　
　
　
  
（
書
状
分
）〈
写
真
①
②
（
写
真
①
は
原
状
）〉
風
を
ハ
と
ハ
は
こ
の
条
□
役
の
□
□
□/　
﹈
人
か
た
御
座
候
な
ハ
□
可
申
一
人
も
御
か
□
□
□
／　
﹈
被
成
候
よ
し
御
心
斯
候　
恐
々
謹
言
／
正
月
　
　
　
  
（
裏
面
分
）〈
写
真
③
〉/
は
ち
の
木　
/
し
ね
ん
こ
し　
/
と
う
か
ん
こ
し　
/
小
袖
そ
か　
/
し
や
う
〳
〵
㉕ 
東
岸
居
士
　
墨
付
き
７
丁
。
下
記
の
諸
点
の
欠
損
や
カ
ス
レ
等
で
早
大
本
は
天
理
本
と
共
通
す
る
。
　
　
  　
１
丁
オ
１
行
目
「
か
や
う
」
の
「
か
」
字
、
２
丁
オ
５
行
目
「
こ
れ
は
」
の
「
れ
」
字
、
３
丁
オ
４
行
目
「
乱
る
ゝ
」
の
「
る
」
㉔天鼓：写真②
㉔天鼓：写真③
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字
、
４
丁
オ
５
行
目
「
来
れ
共
」
の
「
れ
」
字
、
６
丁
ウ
６
行
目
「
さ
へ
つ
る
」
の
「
る
」
字
、
７
丁
ウ
２
行
目
「
も
の
を
」
の
「
を
」
字
。
　
以
下
は
早
大
本
独
自
の
欠
損
も
し
く
は
カ
ス
レ
の
例
。
　
　
  
３
丁
オ
２
行
目
「
ワ
キ
」
の
「
キ
」
字
、
７
丁
ウ
３
行
目
「
一
如
な
る
」
の
「
る
」
字
。
や
は
り
本
曲
も
天
理
本
が
先
印
で
あ
ろ
う
。
　
な
お
、
４
丁
オ
１
行
目
「
あ
ら
え
る
所
の
仏
法
の
を
も
む
き
」、
光
悦
特
製
本
は
「
あ
ら
ゆ
る
所
」、
上
製
本
は
「
あ
ら
え
る
所
」、
本
学
所
蔵
並
製
新
種
本
は
「
あ
ら
え
る
所
」、
元
和
卯
月
本
は
「
あ
ら
ゆ
る
所
」
で
、
古
活
字
玉
屋
本
は
光
悦
本
の
過
渡
的
な
形
態
に
同
じ
で
あ
る
。
４
丁
ウ
３
行
目
「
鎮
へ
（
ト
コ
シ
ナ
エ
）」
は
、
光
悦
本
諸
本
と
同
型
、
元
和
卯
月
本
は
仮
名
書
き
（
と
こ
し
な
へ
）
と
な
る
。
　
表
紙
裏
に
反
故
が
二
枚
あ
り
、
以
下
の
よ
う
な
文
字
が
見
え
る
。
発
信
人
の
「
権
平
」
の
読
み
は
存
疑
。
能
楽
研
究
所
所
蔵
の
〈
安
宅
〉
冊
の
反
故
中
に
も
左
と
同
じ
く
十
一
月
十
九
日
付
の
同
人
署
名
と
思
し
き
書
状
が
あ
る
。
㉕東岸居士：写真①
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（
一
枚
目
）〈
写
真
③
（
①
は
現
状
）〉
　
　
　
　
　
　
  
な
を
〳
〵
事
御
さ
□
□
之
／
か
へ
而
可
御
心
安
候
や
か
て
／
□
方
へ
参
候
て
／
□
御
目
可
申
上
候
／
以
上
　
　
  
ひ
ん
き
御
座
候
／
而
一
書
申
上
候
然
者
／
貴
方
何
事
／
御
座
な
く
候
や
／
う
け
た
ま
ハ
り
／
た
く
存
候
于
今
／
□
□
□
（
以
下
欠
）
／　
﹈
□
此
□
□
﹇　
／
□
事
ま
ち
申
候
／
御
か
き
候
て
／
八
左
衛
門
と
こ
ろ
／
□
て
御
や
り
候
て
候
へ
﹇　
／　
﹈
□
是
た
の
ミ
申
候
／
恐
々
謹
言　
権
平
（
花
押
）
／
十
一
月
十
九
日
　
　
  
（
二
枚
目
第
一
段
）〈
写
真
②
〉　
覚　
太
兵
衛
殿
ニ
預
ケ
／
水
か
ゝ
ミ　
弐
部
／
か
ま
た　
六
部
／
与
一　
壱
部
／
た
い
し
よ
く
わ
ん　
三
部
／
あ
つ
も
り　
九
部
／
らき
り
と
ぢ
う
ゑ
い　
弐
部
／
あ
つ
も
り　
拾
部
／
う
つ
せ
ミ　
廿
壱
部
／
□
い
か
□
方　
弐
部
　
　
  
（
同
第
二
段
）（
同
写
真
）　
」
／
ゆ
へ
被
申
候
ア
リ
三
部
水
か
ゝ
ミ
ヲ
／
三
十
部
九
郎
右
衛
門
へ
右
衛
門
尉
／
持
行
／
二
月
廿
三
日　
㉕東岸居士：写真②
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新
右
衛
門
尉
（
花
押
）
／
太
兵
衛
殿
御
宿
へ
㉖ 
道
成
寺
　
墨
付
き
10
丁
。
下
記
の
諸
点
の
欠
損
や
カ
ス
レ
等
で
早
大
本
は
天
理
本
と
共
通
す
る
。
　
　
  
１
丁
ウ
１
行
目
「
あ
け
申
て
」
の
「
け
」
字
、
２
丁
オ
３
行
目
「
。
〳
〵
」「
け
ふ
り
」
字
、
３
丁
オ
１
行
目
「
お
ほ
せ
ら
候
（
れ
脱
落
）」
の
「
ほ
」
字
、
同
じ
く
「
申
付
候
」
の
「
候
」
字
、
４
丁
オ
３
行
目
「
ひ
ゝ
く
ら
ん
」
の
「
ひ
」
字
、
５
丁
オ
４
行
目
「
申
て
」
の
「
て
」
字
、
６
丁
オ
５
行
目
「
彼
客
僧
の
」
の
「
の
」
字
、
７
丁
オ
３
行
目
「
。
一
念
の
」
の
行
頭
の
句
点
、
８
丁
オ
１
行
目
「
あ
け
う
す
る
」
の
「
け
」
字
、
10
丁
オ
１
行
目
「
深
渕
」
の
「
渕
」
字
。
　
以
下
は
早
大
本
独
自
の
欠
損
も
し
く
は
カ
ス
レ
の
例
。
　
　
  
１
丁
オ
３
行
目
「
此
ほ
と
」
の
「
ほ
と
」
を
手
書
き
に
よ
り
補
筆
、
２
丁
オ
５
行
目
「
着
に
け
り
」
の
「
着
」
字
を
上
書
き
補
筆
、
５
丁
オ
２
行
目
「
言
語
」
の
「
語
」
字
を
な
ぞ
り
書
き
補
筆
、
７
丁
オ
７
行
目
「
鐘
は
」
の
「
盤
」
字
、
８
丁
オ
６
行
目
「
大
威
徳
」
の
「
威
徳
」
を
補
筆
、
同
７
行
目
「
中
㉖道成寺：写真①
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央
」
を
貼
り
紙
上
書
（
下
地
は
判
読
不
能
）。
本
曲
も
天
理
本
が
先
印
。
　
な
お
、
本
曲
は
、
ア
イ
と
ワ
キ
ツ
レ
の
問
答
や
ア
イ
セ
リ
フ
、
ワ
キ
セ
リ
フ
や
物
語
な
ど
、
一
部
の
役
注
記
の
有
無
を
除
き
、
細
部
ま
で
光
悦
本
諸
本
に
同
じ
。
　
裏
表
紙
裏
の
反
故
両
面
に
次
の
よ
う
な
文
字
が
見
え
る
。
　
　
　
  
（
一
枚
目
表
面
の
分
）〈
写
真
①
②
（
①
は
原
状
）〉
此
中
は
煩
之
由
﹇　
／　
﹈
御
気
色
何
方
へ
も
／
以
後
不
申
入
客
□
／
□
や
無
余
日
候
間
□
□
／
□
候
致
伺
公
可
申
□
□
／
謹
言
／
即
刻
　
　
　
  
（
一
枚
目
裏
面
の
分
）〈
写
真
②
を
反
転
さ
せ
て
解
読
〉
田
村
／
か
ね
ひ
ら
／
八
し
ま
／
み
ち
も
り
／
ゆ
き
い
へ
　
　
　
  
（
二
枚
目
表
面
の
分
）〈
写
真
③
〉
二
月
三
日　
（
そ
の
他
、
紙
端
三
ヵ
所
に
「
様
」
な
ど
の
文
字
が
見
え
る
が
判
読
不
能
）
㉖道成寺：写真②
㉖道成寺：写真③
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
古
活
字
玉
屋
謡
本
に
つ
い
て
─　　─39
㉗ 
朝
長
　
題
簽
上
半
分
が
欠
損
。「
長
」
の
下
部
の
み
読
め
る
。
天
理
本
に
よ
り
補
う
。
墨
付
き
14
丁
。
下
記
の
諸
点
の
欠
損
や
カ
ス
レ
等
で
早
大
本
は
天
理
本
と
共
通
す
る
。
　
　
  
１
丁
オ
７
行
目
「
お
も
ひ
」
の
「
お
」「
ひ
」
字
、
２
丁
オ
５
行
目
「
穂
に
出
す
」
の
「
に
」
字
、
３
丁
オ
６
行
目
「
ま
し
ま
す
そ
」
の
「
す
」
字
、
４
丁
オ
４
行
目
「
主
従
の
」
の
「
の
」
字
、
５
丁
オ
６
行
目
「
あ
ら
け
な
く
」
の
「
あ
」
字
、
６
丁
オ
１
行
目
「
人
」
字
、
７
丁
ウ
５
行
目
「
三
世
十
方
の
」
の
「
の
」
字
、
８
丁
オ
７
行
目
「
せ
ら
れ
」
の
「
せ
」
字
、
９
丁
ウ
２
行
目
「
瑞
諷
」
の
「
諷
」
字
、
10
丁
ウ
４
行
目
「
時
人
を
」
の
「
人
」
字
、
11
丁
ウ
１
行
目
「
よ
し
ひ
ら
」
の
「
ひ
」
字
、
12
丁
ウ
５
行
目
「
朝
長
か
」
の
「
長
」
字
、
13
丁
オ
５
行
目
「
受
る
也
」
の
「
る
」
字
、
14
丁
オ
２
行
目
行
頭
の
句
点
。
　
以
下
は
早
大
本
独
自
の
欠
損
も
し
く
は
カ
ス
レ
の
例
。
本
曲
も
天
理
本
が
先
印
で
あ
ろ
う
。
　
　
  
１
丁
オ
６
行
目
「
急
き
」
の
「
き
」
字
、
２
丁
ウ
６
行
目
「
七
日
〳
〵
に
」
の
「
に
」
字
、
４
丁
ウ
４
行
目
「
草
の
陰
」
の
「
草
」
字
、
５
丁
オ
３
行
目
「
有
様
」
の
「
有
」
字
、
７
丁
オ
２
行
目
「
捨
ら
れ
申
」
の
「
申
」
字
。
㉘ 
錦
木
（
に
し
き
木
）
　
墨
付
き
12
丁
。
下
記
の
諸
点
の
欠
損
や
カ
ス
レ
等
で
早
大
本
は
天
理
本
と
共
通
す
る
。
　
　
  
１
丁
オ
５
行
目
「
心
と
め
し
」
の
「
と
」
字
、
２
丁
オ
３
行
目
「
思
は
ぬ
人
」
の
「
人
」
字
、
３
丁
オ
３
行
目
「
賣
物
哉
」
の
「
哉
」
字
、
４
丁
ウ
２
行
目
「
胸
」
字
の
右
上
の
ス
ペ
ー
ス
痕
、
５
丁
オ
３
行
目
「
錦
木
細
布
の
」
の
「
錦
」
字
、
６
丁
オ
２
行
目
「
物
語
」
の
「
物
」
字
、
６
丁
ウ
６
行
目
「
松
桂
に
鳴
」
の
「
鳴
」
字
、
９
丁
ウ
７
行
目
「
つ
ゝ
り
」
の
「
つ
」
字
、
10
丁
ウ
７
行
目
「
草
の
戸
さ
し
」
の
「
の
」
字
、
11
丁
オ
４
行
目
「
人
し
れ
ぬ
」
の
「
人
」
字
、
12
丁
オ
５
行
目
「
の
う
ち
」
の
「
の
」
字
。
　
以
下
は
早
大
本
独
自
の
カ
ス
レ
の
例
。
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10
丁
ウ
３
行
目
「
懺
悔
」
の
「
懺
」
字
。
　
以
下
は
天
理
本
独
自
の
カ
ス
レ
の
例
。
　
　
  
８
丁
ウ
５
行
目
「
闇
に
ま
と
ひ
に
き
」
の
「
ひ
」
以
外
の
部
分
。
　
両
例
と
も
に
刷
り
む
ら
に
過
ぎ
ず
、
刷
り
の
先
後
を
定
め
が
た
い
。
㉙ 
軒
端
梅
（
軒
端
の
梅
）
　
墨
付
き
８
丁
。
ク
セ
の
部
分
に
幸
流
系
ら
し
き
鼓
の
粒
付
け
を
朱
書
。
下
記
の
諸
点
の
欠
損
や
カ
ス
レ
等
で
早
大
本
は
天
理
本
と
共
通
す
る
。
　
　
  
１
丁
ウ
７
行
目
行
頭
の
「
シ
テ
詞
」
の
「
テ
詞
」、
２
丁
オ
３
行
目
「
式
部
」
の
「
式
」
字
、
同
「
候
ひ
つ
れ
」
の
「
ひ
」
字
、
３
丁
オ
４
行
目
「
作
り
も
か
へ
す
」
の
「
作
」「
も
」「
す
」
字
、
４
丁
ウ
４
行
目
「
法
の
」
の
「
の
」
字
、
５
丁
オ
６
行
目
「
門
の
外
」
の
「
門
」
字
、
７
丁
オ
１
行
目
「
賀
茂
」
の
「
賀
」
字
、
８
丁
オ
３
行
目
「
や
ハ
か
く
る
ゝ
」
の
「
ゝ
」
字
。
　
以
下
は
早
大
本
独
自
の
欠
損
も
し
く
は
カ
ス
レ
の
例
。
　
　
  
３
丁
ウ
３
行
目
「
し
れ
は
」
の
「
は
」
字
、
６
丁
ウ
３
行
目
「
神
明
」
の
「
明
」
字
な
ど
。
　
い
ず
れ
も
刷
り
む
ら
に
上
書
き
し
て
か
え
っ
て
不
鮮
明
に
な
っ
た
も
の
で
、
天
理
本
と
の
刷
り
の
先
後
を
定
め
る
根
拠
と
は
な
ら
な
い
。
㉚ 
百
万
　
墨
付
き
９
丁
。
下
記
の
諸
点
の
欠
損
や
カ
ス
レ
等
で
早
大
本
は
天
理
本
と
共
通
す
る
。
　
　
  
１
丁
オ
６
行
目
「
つ
れ
申
」
の
「
れ
」
文
字
、
２
丁
オ
１
行
目
「
シ
テ
上
」
の
「
シ
テ
」
字
、
３
丁
ウ
７
行
目
「
参
せ
う
」
の
「
せ
」
字
、
４
丁
オ
１
行
目
「
是
な
る
」
の
「
る
」
字
、
５
丁
オ
１
行
目
「
う
れ
し
き
人
」
の
「
人
」
字
、
６
丁
オ
２
行
目
「
契
の
」
の
前
の
句
点
、
７
丁
オ
１
行
目
「
山
城
」
の
「
山
」
字
、
８
丁
ウ
４
行
目
「
袖
な
れ
や
」
の
「
や
」
字
、
９
丁
オ
３
行
目
「
牟
尼
佛
」
の
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
古
活
字
玉
屋
謡
本
に
つ
い
て
─　　─41
「
尼
」
字
。
　
以
下
は
早
大
本
独
自
の
欠
損
も
し
く
は
カ
ス
レ
の
例
。
　
　
  
８
丁
オ
３
行
目
「
神
力
」
の
「
力
」
字
（
カ
ス
レ
）、
同
５
行
目
「
御
法
」
の
「
法
」
字
（
欠
損
）、
８
丁
ウ
５
行
目
行
頭
「
上
地
」
の
「
地
」（
欠
損
か
）。
　
以
下
は
天
理
本
独
自
の
欠
損
の
例
。
　
　
  
２
丁
オ
７
行
目
「
三
界
の
く
ひ
」
の
「
ひ
」
字
（
欠
損
）、
４
丁
オ
７
行
目
「
子
と
い
ふ
」
の
連
結
部
と
「
ふ
」
字
（
欠
損
）、
６
丁
ウ
３
行
目
「
し
ら
露
の
」
の
「
露
」
字
（
雨
冠
の
第
２
画
が
欠
損
）。
　
そ
れ
ぞ
れ
同
版
の
別
丁
に
欠
損
活
字
を
含
む
の
は
、
製
本
の
際
に
、
同
じ
刷
り
の
料
紙
を
揃
え
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
㉛ 
松
風
村
雨
　
早
大
本
は
題
簽
剥
落
、「
松
風
」
と
表
紙
左
肩
に
打
付
書
。
曲
名
は
天
理
本
の
題
簽
で
補
う
。
裏
表
紙
裏
打
ち
の
左
端
下
部
に
「
林
氏
」
と
朱
書
。
題
記
の
文
字
と
同
筆
ら
し
い
。
墨
付
き
14
丁
。
下
記
の
諸
点
の
欠
損
や
カ
ス
レ
等
で
早
大
本
は
天
理
本
と
共
通
す
る
。
　
　
  
１
丁
ウ
５
行
目
「
秋
を
残
す
」
の
「
を
」「
残
」
字
、
３
丁
オ
１
行
目
「
蜑
人
」
の
「
人
」
字
、
４
丁
オ
４
行
目
「
し
ほ
こ
ろ
も
の
」
の
「
も
」
字
、
５
丁
オ
７
行
目
「
シ
テ
上
」
の
「
シ
」
字
、
６
丁
オ
５
行
目
「
申
候
へ
し
」
の
「
遍
」
字
、
７
丁
オ
２
行
目
「
世
を
捨
人
」
の
「
人
」
字
、
８
丁
オ
３
行
目
「
礒
邊
」
の
「
邊
」
字
、
９
丁
オ
３
行
目
「
二
人
共
に
」
の
「
人
」
字
、
10
丁
オ
１
行
目
「
松
風
村
雨
」
の
「
松
」
字
、
12
丁
ウ
６
行
目
「
別
る
ゝ
」
の
「
る
」
字
、
13
丁
オ
７
行
目
「
ツ
レ
荒
頼
も
し
の　
シ
テ
御
哥
や
」
の
「
荒
」
「
哥
」
字
、
14
丁
オ
１
行
目
「
妄
執
の
」
の
「
執
」
字
。
　
両
本
の
一
方
の
み
の
欠
損
は
確
認
出
来
ず
、
刷
り
の
先
後
を
定
め
が
た
い
。
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な
お
12
丁
オ
３
行
目
の
「
三
途
河
」
は
光
悦
特
製
本
と
同
表
記
、
光
悦
上
製
本
・
色
替
本
・
元
和
卯
月
本
は
い
ず
れ
も
「
三
瀬
河
」。
こ
れ
ま
で
の
上
製
本
・
色
替
本
の
み
と
共
通
す
る
例
と
相
反
す
る
。
特
定
の
揃
本
か
ら
の
影
響
で
は
な
く
手
元
に
様
々
の
本
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
適
宜
に
参
照
し
た
も
の
か
。
32 
三
井
寺
　
裏
表
紙
裏
打
ち
の
左
端
下
部
に
「
林
氏
」
と
朱
書
。
墨
付
き
13
丁
。
下
記
の
諸
点
の
欠
損
や
カ
ス
レ
等
で
早
大
本
は
天
理
本
と
共
通
す
る
。
　
　
  
１
丁
オ
３
行
目
「
ま
し
て
や
」
の
「
て
」
字
、
２
丁
オ
３
行
目
「
あ
ら
た
に
」
の
「
に
」
字
、
３
丁
オ
４
行
目
「
ハ
ら
は
ま
し
」
の
「
ま
」
字
、
４
丁
オ
２
行
目
「
捨
て
」
の
「
て
」
字
、
５
丁
オ
３
行
目
「
故
人
」
の
「
故
」
字
、
６
丁
オ
５
行
目
「
か
ね
を
つ
く
」
の
「
を
」
字
、
７
丁
オ
３
行
目
「
此
後
句
」
の
「
此
」
字
、
８
丁
オ
３
行
目
「
ひ
ゝ
き
て
」
の
「
ひ
」
字
、
９
丁
オ
２
行
目
「
春
の
夕
く
れ
」
の
「
の
」
字
、
10
丁
ウ
１
行
目
「
こ
れ
な
る
」
の
「
る
」
字
、
11
丁
ウ
１
行
目
「
ワ
キ
ツ
レ
」
の
「
ワ
」
字
、
12
丁
オ
７
行
目
「
子
ゆ
へ
に
」
の
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「
へ
」
字
、
13
丁
オ
１
行
目
行
頭
「
き
」
字
。
　
以
下
は
天
理
本
独
自
の
欠
損
も
し
く
は
カ
ス
レ
の
例
。
　
　
  
１
丁
オ
２
行
目
「
か
し
こ
き
」
の
「
し
」
字
、
２
丁
オ
６
行
目
行
頭
「
次
第
」、
３
丁
ウ
２
行
目
「
あ
り
か
ほ
」
の
「
ほ
」
字
。
早
大
本
が
先
印
か
。
　
な
お
３
丁
オ
６
行
目
、
本
来
は
「
湖
」
と
あ
る
べ
き
所
を
、
早
大
本
・
天
理
本
共
に
「
潮
」
と
誤
植
す
る
。
ち
な
み
に
光
悦
本
諸
本
や
元
和
卯
月
本
は
「
湖
」
と
正
し
い
文
字
で
あ
る
。
　
ま
た
裏
表
紙
裏
張
り
の
半
折
の
折
り
目
の
あ
る
反
故
一
枚
に
後
記
の
文
字
が
あ
る
。
こ
の
中
で
「
名
代
」
の
「
算
用
」
を
行
っ
た
と
さ
れ
る
安
兵
衛
は
、
㉓
に
言
及
し
た
、
能
楽
研
究
所
購
入
分
〈
阿
漕
〉〈
安
宅
〉
両
冊
封
入
の
反
故
中
の
、
太
兵
衛
宛
書
状
の
差
出
人
と
し
て
見
え
る
。
こ
れ
も
本
替
に
よ
る
精
算
結
果
の
報
告
ら
し
く
、
本
替
で
生
じ
た
不
足
分
の
負
債
を
安
兵
衛
が
立
て
替
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
  
〈
写
真
①
②
、
①
は
原
状
写
真
〉
　
　
　
  
（
料
紙
半
折
第
一
段
分
）　
﹈
四
部　
　
大
坂
物
語
／
一　
六
分　
十
は
ん
き
り
／
一　
壱
分　
　
　
伏
見
と
き
は
／
一　
弐
分
　
　
風
月
／
一　
壱
分　
　
は
け
い
／
一　
壱
分　
　
あ
ミ
た
む
ね
は
り
／
一　
壱
分　
　
し
つ
か
／
以
上
／
右
之
分
ハ
替
本
ニ
な
し
申
候
／
を
あ
つ
か
り
お
き
申
候
　
　
　
  
（
半
折
第
二
段
分
）
内
五
拾
弐
部
ハ
水
か
ゝ
ミ
也
／
此
ゆ
く
ゑ
□
可
出
申
候
故
引
／
お
ひ
ニ
成
申
候
又
ほ
う
け
ん
二
分
／
□
り
此 32三井寺：写真②
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外
は
壱
分
も
引
／
お
ひ
な
く
候
安
兵
衛
殿
御
／
ミ
や
う
た
ひ
ニ
御
さ
ん
や
う
被
成
申
候
／
□
か
へ
成
此
う
つ
し
き
し
や
う
ニ
／
□
成
（
以
下
文
字
な
し
）
33 
紅
葉
狩
（
紅
葉
か
り
）
　
墨
付
き
８
丁
。
下
記
の
諸
点
の
欠
損
や
カ
ス
レ
等
で
早
大
本
は
天
理
本
と
共
通
す
る
。
　
　
  
１
丁
オ
５
行
目
「
さ
ひ
し
き
」
の
「
ひ
」
字
、
２
丁
オ
７
行
目
「
鹿
の
」
の
「
の
」
字
、
３
丁
オ
１
行
目
「
鹿
の
声
」
の
「
能
」
字
、
４
丁
オ
２
行
目
行
頭
「
給
ふ
」
の
「
給
」
字
、
５
丁
オ
３
行
目
「
さ
れ
は
」
の
「
れ
」
字
、
６
丁
オ
７
行
目
「
契
り
」
の
「
り
」
字
、
７
丁
オ
１
行
目
「
月
」
字
、
８
丁
オ
３
行
目
行
末
「
鬼
神
の
」
の
「
能
」
字
。
　
以
下
は
天
理
本
独
自
の
欠
損
も
し
く
は
カ
ス
レ
の
例
。
　
　
  
２
丁
ウ
７
行
目
「
さ
か
し
き
に
」
の
「
さ
」
字
、
３
丁
オ
２
行
目
「
い
か
に
」
の
「
に
」
字
、
５
丁
ウ
７
行
目
「
竹
の
は
の
。」
の
句
点
（
カ
ス
レ
か
）。
　
な
お
、
３
丁
オ
７
行
目
行
末
「
懇
に
」
と
あ
る
べ
き
所
、
早
大
本
・
天
理
本
共
に
「
愍
に
」
と
誤
植
す
る
。
光
悦
本
特
製
本
は
「
ね
ん
こ
ろ
に
」、
上
製
本
は
「
ね
む
こ
ろ
に
」、
元
和
卯
月
本
は
「
懇
に
」
で
あ
る
。
８
丁
オ
４
行
目
「
火
木
」
は
恐
ら
く
「
花
木
」
の
宛
字
で
あ
ろ
う
が
、
い
か
な
る
字
を
宛
て
る
か
定
ま
ら
な
い
難
語
。
光
悦
本
は
本
書
に
同
じ
、
元
和
卯
月
本
は
「
か
ほ
く
」
と
な
る
。
34 
矢
立
賀
茂
（
や
た
て
か
も
）
　
墨
付
き
10
丁
。
下
記
の
諸
点
の
欠
損
や
カ
ス
レ
等
で
早
大
本
は
天
理
本
と
共
通
す
る
。
　
　
  
１
丁
オ
２
行
目
行
末
「
明
神
」
の
「
神
」
字
、
２
丁
オ
１
行
目
「
秋
程
も
な
き
」
の
全
体
、
３
丁
オ
３
行
目
「
室
の
明
神
」
の
ほ
ぼ
全
体
、
４
丁
オ
４
行
目
「
此
賀
茂
」
の
「
此
」「
賀
」
字
、
５
丁
ウ
７
行
目
「
名
の
」
の
「
能
」
字
、
６
丁
オ
２
行
目
「
同
し
江
の
」
の
「
の
」
字
、
７
丁
オ
２
行
目
「
頭
の
雪
」
の
「
の
」
字
、
８
丁
ウ
２
行
目
「
君
の
」
の
「
の
」
字
、
９
丁
オ
３
行
目
行
頭
「
里
」
早
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字
、
10
丁
オ
２
行
目
「
お
さ
ま
る
」
の
「
ま
」
字
。
　
以
下
は
早
大
本
独
自
の
欠
損
も
し
く
は
カ
ス
レ
の
例
。
　
　
  
２
丁
オ
５
行
目
「
た
の
む
」
の
「
む
」
字
（
た
だ
し
早
大
本
は
補
筆
で
原
態
不
明
。
補
筆
の
な
い
「
の
」
と
の
連
結
部
も
欠
損
）。
５
丁
オ
１
行
目
「
神
社
と
か
や
」
の
「
と
」
字
（
た
だ
し
早
大
本
は
補
筆
で
天
理
本
の
当
該
箇
所
と
は
「
と
」
の
第
１
画
の
入
筆
角
度
が
相
違
す
る
。
別
活
字
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
欠
損
部
を
別
書
体
で
上
書
き
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。
な
お
「
と
」
字
の
上
行
ゴ
マ
点
も
同
活
字
だ
が
早
大
本
に
は
欠
損
が
あ
る
）。
６
丁
オ
１
行
目
行
頭
の
「
〳
◦
〵
」
字
、
６
丁
ウ
７
行
目
「
高
根
の
深
雪
」
の
「
深
」
字
（
カ
ス
レ
）、
７
丁
ウ
３
行
目
「
今
は
」
の
「
今
」
字
の
欠
失
部
を
補
筆
、
同
「
汝
」
の
「
氵
」（
サ
ン
ズ
イ
）
を
補
筆
（
い
ず
れ
も
カ
ス
レ
）、
９
丁
オ
６
行
目
「
な
つ
て
」
の
「
な
」
に
補
筆
（
カ
ス
レ
）、
10
丁
オ
７
行
目
「
よ
ち
の
ほ
り
」
の
「
の
」
字
（
カ
ス
レ
）。
　
早
大
本
に
は
刷
り
む
ら
が
多
い
上
に
、
天
理
本
に
比
し
て
明
ら
か
な
後
印
。
35 
山
姥
（
山
う
は
）
　
墨
付
き
14
丁
。
本
文
最
終
丁
の
裏
の
左
端
下
部
に
、
旧
蔵
者
が
「
五
世
芝
彦
左
衛
門
」
と
書
き
、
そ
の
上
か
ら
濃
く
「
二
条
油
小
路
」
と
墨
書
す
る
。
ま
た
表
紙
見
返
し
や
本
文
中
の
後
シ
テ
出
の
謡
の
前
に
、
旧
蔵
者
の
謡
い
方
注
記
あ
り
。
本
文
中
に
も
墨
書
に
よ
る
節
付
や
間
拍
子
の
直
し
あ
り
。
下
記
の
諸
点
の
欠
損
や
カ
ス
レ
等
で
早
大
本
は
天
理
本
と
共
通
す
る
。
　
　
  
１
丁
オ
５
行
目
「
か
や
う
に
」
の
「
か
」
文
字
、
２
丁
ウ
３
行
目
「
億
土
と
か
や
」
の
「
や
」
字
、
３
丁
ウ
２
行
目
「
ま
い
ら
す
る
」
の
「
す
」
文
字
、
４
丁
オ
６
行
目
「
此
哥
の
」
の
「
哥
」
字
、
５
丁
オ
１
行
目
「
と
し
こ
ろ
」
の
「
ろ
」
字
、
６
丁
オ
３
行
目
行
頭
「
給
へ
」
の
「
へ
」
字
（
前
例
と
同
活
字
）、
７
丁
オ
４
行
目
「
吹
笛
」
の
「
吹
」
字
、
８
丁
ウ
４
行
目
行
末
「
雪
を
」
の
「
を
」
字
、
９
丁
オ
３
行
目
「
お
そ
ろ
し
き
」
の
「
き
」
字
、
10
丁
ウ
２
行
目
行
頭
「
シ
テ
上
」
の
「
上
」
字
、
11
丁
ウ
２
行
目
「
雲
水
」
の
「
水
」
字
、
12
丁
ウ
３
行
目
「
人
を
」
の
「
を
」
字
、
13
丁
オ
６
行
目
「
一
河
の
流
。」
の
句
点
、
14
丁
オ
４
行
目
「
今
ま
て
」
の
「
ま
て
」
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の
連
結
部
。
　
以
下
は
早
大
本
独
自
の
欠
損
も
し
く
は
カ
ス
レ
の
例
。
　
　
  
２
丁
オ
６
行
目
・
７
行
目
の
行
頭
部
分
「
御
急
き
」「
御
つ
き
」
の
「
急
」「
つ
」
字
、
11
丁
ウ
７
行
目
「
色
即
是
空
」
の
「
即
」
字
、
12
丁
ウ
１
行
目
行
末
「
枝
の
」
の
「
枝
」
字
。
　
早
大
本
の
欠
失
箇
所
は
、
紙
質
の
悪
さ
の
影
響
の
可
能
性
も
あ
り
、
い
ず
れ
の
例
も
た
ん
な
る
カ
ス
レ
か
も
知
れ
な
い
。
従
っ
て
刷
り
の
先
後
を
決
し
が
た
い
。
　
な
お
７
丁
ウ
２
〜
３
行
目
「
林
野
に
花
を
供
す
る
」
の
「
林
野
」
は
光
悦
本
と
同
型
、
元
和
卯
月
本
は
「
深
夜
」（
ジ
ン
ヤ
）
と
宛
字
。
36 
夕
顔
（
夕
か
ほ
）
　
墨
付
き
８
丁
。
下
記
の
諸
点
の
欠
損
や
カ
ス
レ
等
で
早
大
本
は
天
理
本
と
共
通
す
る
。
　
　
  
１
丁
オ
４
行
目
「
お
も
ひ
」
の
「
お
」「
ひ
」
字
、
２
丁
オ
３
行
目
行
頭
「
山
の
は
の
」
の
「
能
」
字
、
３
丁
オ
３
行
目
「
あ
ふ
く
な
る
」
の
「
る
」
字
、
４
丁
オ
４
行
目
「
河
原
院
と
」
の
「
院
」「
と
」
字
、
５
丁
オ
３
行
目
「
よ
す
か
」
の
「
す
」
字
、
６
丁
オ
１
行
目
「
秋
の
日
」
の
「
の
」
字
、
７
丁
オ
６
行
目
「
し
つ
く
の
」
の
「
の
」
字
、
８
丁
オ
２
行
目
行
頭
「
お
僧
の
」
の
「
乃
」
字
。
　
以
下
は
天
理
本
独
自
の
欠
損
の
例
。
　
　
  
６
丁
ウ
３
行
目
行
頭
「
か
き
け
す
」
の
「
か
」
字
、
６
行
目
行
頭
「
た
え
す
」
の
「
た
」
字
。
　
早
大
本
が
わ
ず
か
に
先
印
で
あ
ろ
う
。
37 
養
老
　
墨
付
き
10
丁
。
旧
蔵
者
の
節
付
等
の
朱
直
し
が
多
く
あ
る
。
下
記
の
諸
点
の
欠
損
や
カ
ス
レ
等
で
早
大
本
は
天
理
本
と
共
通
す
る
。
　
　
  
１
丁
オ
５
行
目
「
我
君
の
」
の
「
の
」
字
、
２
丁
オ
３
行
目
「
た
ゝ
よ
ひ
」
の
「
ひ
」
字
、
３
丁
オ
１
行
目
「
親
子
の
」
の
「
の
」
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
古
活
字
玉
屋
謡
本
に
つ
い
て
─　　─47
字
、
同
４
丁
オ
２
行
目
「
さ
な
か
ら
」
の
「
さ
」
字
、
５
丁
オ
５
行
目
「
老
を
た
に
」
の
「
に
」
字
、
６
丁
ウ
４
行
目
「
さ
ゝ
け
ん
」
の
「
々
」
字
、
７
丁
オ
６
行
目
「
ひ
ら
け
し
」
の
「
ひ
」
字
、
８
丁
オ
６
行
目
「
瀧
の
ひ
ゝ
き
」
の
「
ひ
」
字
、
９
丁
オ
６
行
目
「
音
楽
の
ひ
ゝ
き
」
の
「
ひ
」
字
、
10
丁
オ
４
行
目
「
か
へ
り
な
ん
」
の
「
へ
」
字
。
　
以
下
は
天
理
本
独
自
の
欠
損
も
し
く
は
カ
ス
レ
の
例
。
　
　
  
１
丁
ウ
２
行
目
「
あ
ま
さ
か
る
」
の
「
あ
」
字
、
２
丁
オ
３
行
目
「
白
頭
の
」
の
「
の
」
字
、
３
丁
ウ
２
行
目
「
養
老
」
の
「
老
」
字
な
ど
。
　
５
丁
オ
２
行
目
、
早
大
本
は
「
苔
の
か
ふ
」
と
あ
る
が
、
天
理
本
は
「
苔
の
む
す
」
と
あ
り
、
天
理
本
が
正
し
い
。
す
な
わ
ち
早
大
本
の
誤
植
を
天
理
本
が
訂
正
し
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
さ
ら
に
５
丁
オ
４
行
目
の
「
薬
の
水
」
の
「
水
」
字
は
早
大
本
が
行
書
体
、
天
理
本
が
草
書
体
の
別
活
字
、
５
丁
ウ
５
行
目
の
「
水
ハ
よ
も
つ
き
し
」
の
「
水
」
字
は
逆
に
早
大
本
が
草
体
、
天
理
本
が
行
書
体
の
別
活
字
で
あ
る
。
全
体
的
に
天
理
本
に
は
微
細
な
欠
損
や
刷
り
む
ら
が
あ
る
。
誤
植
訂
正
か
ら
見
て
も
本
曲
は
天
理
本
が
後
刷
り
で
あ
ろ
う
。
38 
吉
野
静
　
墨
付
き
５
丁
。
下
記
の
諸
点
の
欠
損
や
カ
ス
レ
等
で
早
大
本
は
天
理
本
と
共
通
す
る
。
　
　
  
１
丁
オ
２
行
目
「
存
せ
す
候
」
の
「
候
」
字
、
２
丁
オ
５
行
目
「
都
の
人
と
」
の
「
の
」「
と
」
字
、
３
丁
オ
２
行
目
行
末
「
は
や
せ
」
の
「
せ
」
字
、
同
３
行
目
「
い
き
と
を
り
」
の
「
と
」
字
、
４
丁
オ
７
行
目
「
こ
と
〳
〵
く
」
の
「
く
」
字
、
５
丁
オ
２
行
目
「
す
ゝ
む
人
こ
そ
」
の
「
人
」
字
、
同
行
行
末
「
し
つ
や
」
の
「
や
」
字
。
　
な
お
２
丁
ウ
「
き
く
時
よ
り
都
は
先
非
を
く
ひ
」
と
あ
る
が
、
上
掛
り
諸
本
の
同
個
所
は
「
聞
く
よ
り
都
は
先
非
を
悔
い
」
と
あ
る
の
が
正
し
い
。
た
だ
し
こ
れ
は
玉
屋
本
の
独
自
異
文
で
は
な
く
、
演
劇
博
物
館
蔵
の
光
悦
謡
本
袋
綴
別
製
特
殊
本
と
同
蔵
並
製
本
甲
種
の
、
両
本
の
〈
吉
野
静
〉
に
よ
れ
ば
、
両
本
共
に
玉
屋
本
と
同
文
の
「
。
き
く
時
／
よ
り
都
ハ
先
非
を
く
ひ
。」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
は
─　　─48
光
悦
普
通
本
以
来
の
異
文
を
本
書
が
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
演
劇
博
物
館
蔵
擬
光
悦
本
で
は
「
。
聞
よ
り
都
ハ
せ
む
ひ
を
／
く
ゐ
」
の
形
。
39 
籠
太
鼓
　
墨
付
き
９
丁
。
下
記
の
諸
点
の
欠
損
や
カ
ス
レ
等
で
早
大
本
は
天
理
本
と
共
通
す
る
。
　
　
  
１
丁
オ
３
行
目
「
他
郷
の
も
の
」
の
「
郷
」「
の
」
字
、
２
丁
オ
１
行
目
「
な
き
か
」
の
「
き
」
字
へ
の
連
続
部
、
３
丁
ウ
５
行
目
「
し
ら
玉
は
」
の
「
は
」
字
、
４
丁
オ
１
行
目
「
以
外
狂
気
仕
候
」
の
「
以
」「
外
」
字
、
５
丁
オ
７
行
目
「
戸
を
ひ
ら
き
」
の
「
ひ
」
字
、
６
丁
オ
２
行
目
「
や
さ
し
き
」
の
「
や
」
字
、
７
丁
オ
２
行
目
行
末
「
こ
ん
迄
の
」
の
「
の
」
字
、
８
丁
オ
２
行
目
「
獨
り
」
の
「
り
」
字
、
９
丁
オ
３
行
目
行
頭
「
か
の
國
」
の
「
能
」
字
。
　
以
下
は
早
大
本
独
自
の
欠
損
も
し
く
は
カ
ス
レ
の
例
。
　
　
  
６
丁
オ
１
行
目
行
頭
「
の
こ
り
て
」
の
「
こ
」
に
補
筆
の
形
跡
あ
り
、
同
７
行
目
「
さ
ふ
ら
ふ
そ
や
」
の
「
や
」
字
に
補
筆
の
形
跡
あ
り
。
　
以
下
は
天
理
本
独
自
の
欠
損
も
し
く
は
カ
ス
レ
の
例
。
　
　
１
丁
オ
４
行
目
「
科
人
」
の
「
人
」
字
、
１
丁
ウ
６
行
目
「
申
付
て
」
の
「
て
」
字
。
　
右
の
例
が
い
ず
れ
も
欠
損
と
す
れ
ば
、
本
曲
も
丁
ご
と
で
刷
り
の
先
後
を
異
に
す
る
料
紙
を
一
冊
に
綴
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
丁
ご
と
に
刷
り
の
順
番
が
前
後
す
る
現
象
は
こ
れ
ま
で
に
も
若
干
認
め
ら
れ
た
が
、
印
刷
済
み
の
料
紙
の
整
序
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
か
な
り
の
大
部
数
を
時
に
一
部
の
活
字
の
交
換
を
行
い
な
が
ら
一
度
に
印
刷
し
、
各
丁
を
製
本
職
人
の
人
数
に
応
じ
て
適
宜
に
小
分
け
し
て
、
そ
れ
ら
を
印
刷
順
序
を
無
視
し
て
組
み
合
わ
せ
、
製
本
し
た
た
め
に
起
こ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
古
活
字
玉
屋
謡
本
に
つ
い
て
─　　─49
二
　
ま
と
め
│
早
大
本
か
ら
知
ら
れ
る
古
活
字
玉
屋
本
の
諸
性
格
│
【
天
理
本
と
の
関
係
】
　
早
大
本
と
天
理
本
と
は
同
版
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
な
が
ら
、
冊
に
よ
り
、
刷
り
の
前
後
は
不
定
で
あ
り
、
39
「
籠
太
鼓
」
の
冊
で
述
べ
た
よ
う
に
、
丁
ご
と
で
刷
り
の
前
後
が
異
な
る
ら
し
い
場
合
す
ら
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
両
本
は
同
時
に
印
刷
・
発
売
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
同
一
丁
で
も
混
在
が
見
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
欠
損
で
は
な
く
印
刷
ム
ラ
で
あ
ろ
う
。
恐
ら
く
は
製
本
に
際
し
、
刷
り
の
前
後
に
は
頓
着
無
し
に
適
宜
に
一
冊
に
組
み
合
わ
さ
れ
、
ま
た
そ
れ
を
適
宜
に
百
番
程
度
の
揃
い
本
と
し
て
編
成
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
37
「
養
老
」
冊
の
よ
う
に
、
早
大
本
の
誤
植
を
天
理
本
が
校
正
し
た
例
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
逆
に
⑥
「
采
女
」
冊
の
よ
う
に
、
天
理
本
の
誤
植
を
早
大
本
が
訂
し
て
い
る
例
も
あ
る
。
ま
た
②
「
朝
顔
」
冊
と
前
述
37
「
養
老
」
冊
に
は
異
植
の
部
分
が
存
在
す
る
。
混
在
の
例
は
精
査
す
れ
ば
も
っ
と
出
て
来
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
お
お
む
ね
は
早
大
本
の
方
に
欠
損
も
し
く
は
印
刷
ム
ラ
に
よ
る
カ
ス
レ
と
思
し
き
例
が
多
く
見
ら
れ
、
天
理
本
に
は
少
な
い
。
た
だ
し
双
方
で
欠
損
の
共
通
す
る
例
の
方
が
遥
か
に
多
い
の
で
、
両
本
は
共
に
刷
り
と
し
て
は
後
の
方
の
料
紙
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
た
だ
し
整
版
本
の
よ
う
に
、
同
じ
版
木
で
時
を
隔
て
て
何
度
も
印
刷
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
古
活
字
本
の
常
と
し
て
、
初
版
を
印
刷
し
た
の
み
で
解
版
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
両
本
の
同
一
曲
の
異
な
る
丁
で
刷
り
の
前
後
が
相
違
す
る
と
い
う
現
象
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
先
印
か
後
印
か
を
云
々
す
る
こ
と
は
、
発
売
元
を
異
に
す
る
整
版
本
な
ど
の
場
合
と
は
異
な
り
、
あ
ま
り
意
味
の
あ
る
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
。
【
本
書
の
刊
行
者
】
　
早
大
本
を
初
め
と
し
て
諸
所
に
分
散
所
蔵
さ
れ
る
本
書
の
反
故
の
主
が
、
太
兵
衛
（
た
ひ
ょ
う
え
）
な
る
人
物
で
、
寺
町
下
御
霊
前
町
（
現
京
都
市
中
京
区
寺
町
通
丸
太
町
下
ル
下
御
霊
前
町
）
で
あ
る
こ
と
が
、
早
大
本
㉓
「
当
麻
」
冊
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
ま
た
こ
の
太
兵
衛
の
姓
は
、
─　　─50
⑫
「
鞍
馬
天
狗
」
冊
に
見
え
る
塩
川
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
（
た
だ
し
名
字
を
名
乗
る
身
分
だ
っ
た
か
ど
う
か
は
存
疑
）。
仮
に
塩
川
太
兵
衛
と
呼
ぶ
と
し
て
、
こ
の
人
物
の
仕
事
は
何
で
あ
っ
た
の
か
が
問
題
に
な
る
。
早
大
本
の
⑤
「
鵜
飼
」
冊
・
⑥
「
采
女
」
冊
・
⑭
「
実
盛
」
冊
・
⑮
「
志
賀
」
冊
・
⑳
「
殺
生
石
」
冊
・
32
「
三
井
寺
」
冊
を
初
め
と
し
て
、
能
楽
研
究
所
所
蔵
分
な
ど
で
も
、
太
兵
衛
は
他
の
書
肆
と
思
し
き
人
物
と
本
替
に
よ
る
決
済
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
明
白
で
あ
る
が
、
本
替
を
す
る
に
は
他
書
肆
の
出
版
物
を
受
託
販
売
す
る
と
共
に
、
自
ら
も
刊
行
物
を
他
書
肆
に
委
託
し
て
い
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
④
「
海
士
」
冊
に
見
る
よ
う
に
、
製
本
の
具
材
の
み
な
ら
ず
印
刷
用
の
消
耗
品
ら
し
き
品
々
（
胡
粉
・
に
か
わ
・
刷
毛
）
の
支
出
の
控
え
が
あ
る
こ
と
も
、
太
兵
衛
が
出
版
そ
の
も
の
を
業
と
し
、
自
家
に
お
い
て
組
版
・
刷
り
出
し
・
製
本
・
販
売
ま
で
を
一
貫
し
て
行
っ
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
思
う
に
こ
の
古
活
字
玉
屋
本
の
刊
者
は
、
（
塩
川
）
太
兵
衛
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
複
数
の
反
故
に
見
え
る
本
替
の
控
え
の
書
目
の
、
ど
れ
が
太
兵
衛
の
刊
行
な
の
か
は
は
っ
き
り
判
ら
な
い
。
こ
れ
は
文
書
が
断
片
的
に
過
ぎ
て
、
委
託
分
の
書
目
か
預
か
り
分
の
書
目
か
、
は
っ
き
り
し
な
い
た
め
で
あ
る
。
全
点
の
反
故
の
調
査
が
出
来
れ
ば
あ
る
程
度
ま
で
明
ら
か
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
小
考
の
責
を
超
え
る
作
業
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
は
後
考
に
俟
ち
た
い
。
【
古
活
字
玉
屋
本
の
性
格
】
　
古
活
字
玉
屋
本
は
、
通
説
の
通
り
、
光
悦
本
謡
本
と
元
和
卯
月
本
の
中
間
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
書
の
③
「
安
達
原
」
冊
・
⑫
「
鞍
馬
天
狗
」
冊
・
⑭
「
実
盛
」
冊
・
㉕
「
東
岸
居
士
」
冊
・
㉖
「
道
成
寺
」
冊
・
33
「
紅
葉
狩
」
冊
・
35
「
山
姥
」
冊
・
38
「
吉
野
静
」
冊
の
一
部
の
異
文
か
ら
も
そ
れ
は
明
ら
か
で
あ
る
。
と
り
わ
け
袋
綴
光
悦
本
の
影
響
が
強
い
本
の
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
㉛
「
松
風
村
雨
」
冊
の
よ
う
に
、
光
悦
特
製
本
の
み
と
一
致
す
る
異
文
の
例
も
あ
る
の
で
、
様
々
な
版
の
光
悦
謡
本
が
参
照
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
本
書
は
、
観
世
大
夫
の
校
閲
を
経
て
い
な
い
、
光
悦
本
の
雑
多
な
版
に
基
づ
く
海
賊
版
で
あ
り
、
謡
本
と
し
て
の
正
統
性
に
は
疑
問
な
し
と
し
な
い
。
そ
の
刊
行
時
期
は
、
㉓
「
当
麻
」
冊
に
見
え
る
元
和
九
年
二
月
廿
四
日
付
太
兵
衛
の
借
銭
状
断
簡
か
ら
は
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
古
活
字
玉
屋
謡
本
に
つ
い
て
─　　─51
寛
永
年
間
に
入
っ
て
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。
た
ん
な
る
控
え
で
原
本
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
本
替
の
算
用
状
や
借
銭
状
は
重
要
書
類
で
あ
っ
た
は
ず
で
、
そ
れ
が
不
要
に
な
っ
た
か
ら
こ
そ
反
故
に
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
古
活
字
玉
屋
本
の
覆
刻
で
あ
る
整
版
玉
屋
本
刊
行
の
下
限
は
、
寛
永
五
年
刊
と
さ
れ
る
『
戊
辰
季
秋
刊
玉
屋
本
』（
鴻
山
文
庫
蔵
）
で
あ
る
の
で
、
古
活
字
玉
屋
本
の
刊
行
は
そ
れ
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
実
は
も
っ
と
下
る
よ
う
な
印
象
も
あ
る
の
だ
が
、
一
応
右
の
鴻
山
文
庫
本
を
寛
永
五
年
と
す
る
『
鴻
山
文
庫
本
の
研
究
』
の
説
に
従
う
。
と
も
あ
れ
元
和
卯
月
本
が
刊
行
さ
れ
た
元
和
六
年
よ
り
も
三
年
以
上
後
の
本
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
版
式
や
本
文
・
節
付
に
お
い
て
、
元
和
卯
月
本
に
比
し
て
明
ら
か
に
時
代
遅
れ
の
本
が
古
活
字
玉
屋
本
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
玉
屋
本
の
権
威
の
な
さ
＝
海
賊
版
で
あ
る
ゆ
え
ん
な
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
売
れ
る
ほ
ど
に
、
世
間
に
お
け
る
謡
愛
好
の
風
は
、
甚
だ
し
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
本
報
告
執
筆
に
あ
た
り
、
野
上
記
念
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
に
資
料
閲
覧
の
便
を
賜
っ
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。
 
（
た
け
も
と　
み
き
お　
文
学
学
術
院
教
授
）
